
要
旨
藤
原
公
任
編
纂
『
三
十
六
人
撰
』
に
端
を
発
す
る
「
三
十
六
人
歌
合
」
は
、
単
に
和
歌
文
学
史
上
に
の
み
享
受
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
絵
巻
な
ど
絵
画
の
分
野
に
素
材
を
供
給
し
、
ま
た
、
書
道
の
世
界
で
も
手
本
と
し
て
受
容
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
領
域
に
伝
播
す
る
。
本

稿
で
は
、
特
に
入
木
道
（
書
道
）
の
分
野
に
於
い
て
、
三
十
六
人
歌
合
が
如
何
に
受
容
、
享
受
さ
れ
る
の
か
、
管
見
し
た
諸
資
料
に
基
づ
い
て
、

可
能
な
限
り
具
体
的
に
そ
の
跡
づ
け
を
行
い
、
併
せ
て
、
該
書
が
入
木
道
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
を
も
考
え
て
ゑ
た
い
。

『
三
十
六
人
歌
合
』
と
入
木
道

新
藤
協
三
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噺
と
こ
ろ
で
、
佐
竹
杢
一
干
六
歌
仙
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
絵
の
筆
者
を
藤
原
信
実
、
詞
の
筆
者
を
後
京
極
良
経
と
す
る
伝
承
が
あ
る
こ
と

棚
に
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
扁
額
・
絵
巻
を
包
摂
し
た
歌
仙
絵
に
於
い
て
は
、
絵
の
筆
者
と
共
に
詞
の
筆
者
に
つ
い
て
も
、
所
謂
名
筆
が
筆

入と
を
染
め
た
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
歌
仙
絵
か
ら
歌
合
本
文
が
分
離
し
て
、
独
立
し
た
一
首
歌
仙
本
本
文
に
も
継
承
さ
れ
、

ｊ船
今
日
伝
存
す
る
一
首
歌
仙
本
「
二
一
十
六
人
歌
合
』
諸
本
に
、
そ
の
痕
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

湫
既
に
別
碕
が
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
『
三
十
六
人
歌
合
』
諸
本
文
の
中
に
は
、
近
衛
政
家
（
一
四
四
四
～
一
五
○
五
）
、

計
伏
見
宮
貞
敦
親
王
（
一
四
八
八
～
一
五
七
三
、
近
衛
前
久
（
一
五
二
天
～
一
六
一
三
、
同
信
尹
（
一
五
六
五
～
一
六
一
四
）
、
松
花
堂

ｒ

昭
乗
（
一
五
八
四
～
一
六
三
九
）
な
ど
中
、
近
世
期
に
名
筆
と
調
わ
れ
た
人
物
の
筆
に
な
る
伝
本
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
諸
本
奥
書
等
か

藤）

稀
に
一
歌
‐

て
、
三
十
エ

に
も
な
る
。

藤
原
公
任
編
纂
の
「
三
十
六
人
歌
合
』
は
、
新
趣
向
の
秀
歌
撰
形
態
歌
書
を
創
出
し
た
点
で
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、

他
方
で
、
「
三
十
六
歌
仙
」
と
し
て
後
世
仰
が
れ
る
歌
仙
の
顔
ぶ
れ
を
、
文
学
史
上
に
定
着
せ
し
め
る
こ
と
に
も
な
り
、
単
に
和
歌
の
世

界
の
み
な
ら
ず
、
絵
画
・
書
道
な
ど
美
術
の
分
野
に
も
影
響
を
与
え
た
点
を
も
看
過
し
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

公
任
撰
定
の
こ
の
三
十
六
歌
仙
歌
人
に
基
づ
い
て
、
世
上
有
名
な
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
を
始
め
と
す
る
幾
多
の
歌
仙
絵
が
製
作
さ
れ
、

今
日
で
も
、
全
国
各
地
の
神
社
等
に
襄
蔵
さ
れ
る
扁
額
歌
仙
絵
な
ど
に
、
そ
の
影
響
を
色
濃
く
と
ど
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
絵
画

の
領
域
に
採
用
さ
れ
た
三
十
六
歌
仙
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
、
各
歌
人
の
代
表
的
名
歌
を
併
載
す
る
点
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
歌
は
、

稀
に
一
歌
人
二
首
の
場
合
も
見
ら
れ
る
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
一
歌
人
一
首
の
形
式
で
あ
り
、
や
が
て
は
、
歌
仙
絵
か
ら
切
離
さ
れ

て
、
三
十
六
首
の
小
規
模
な
歌
書
、
所
謂
コ
首
歌
仙
本
三
十
六
人
歌
合
」
と
し
て
独
立
し
た
歌
書
と
な
り
、
鑑
賞
、
享
受
さ
れ
る
よ
う

一
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ら
書
写
に
携
っ
た
能
書
を
探
れ
ば
、
尊
円
親
王
（
一
二
九
八
～
一
三
五
六
）
、
世
尊
寺
行
俊
（
？
～
一
四
○
七
）
を
始
め
、
飛
鳥
井
雅
康

（
一
四
三
六
～
一
五
○
九
）
、
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）
、
近
衛
尚
通
（
一
四
七
二
～
一
五
四
四
）
、
空
性
法
親
王
（
一
五

七
三
～
一
六
五
○
）
、
良
恕
法
親
王
（
一
五
七
四
～
一
六
四
三
）
、
日
野
輝
資
（
一
五
五
五
～
？
）
な
ど
の
名
を
拾
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
以
上
の
事
例
は
、
『
三
十
六
人
歌
合
』
が
入
木
道
（
書
道
）
の
世
界
と
深
く
か
か
わ
り
合
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
三
十
六
人
歌
合
』
が
入
木
道
と
如
何
に
か
か
わ
り
合
っ
て
来
た
の
か
、
即
ち
、
『
三
十
六
人
歌
合
』
が
入
木
道

の
分
野
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
来
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
に
至
り
得
た
知
見
を
根
底
に
据
え
て
、
如
上
の
問
題
点
を
可
能
な
限
り
具
体

的
に
掘
り
下
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

江
戸
幕
府
の
右
筆
を
勤
め
た
森
尹
祥
（
一
七
四
○
～
一
七
九
八
）
は
、
天
明
か
ら
寛
政
に
か
け
て
活
躍
し
た
持
明
院
流
の
書
家
で
あ
る

（
２
）

が
、
数
多
い
尹
祥
の
著
作
の
中
の
一
つ
に
『
入
木
道
伝
言
目
録
』
な
る
書
物
が
あ
る
。
該
書
は
、
本
邦
の
書
道
に
関
す
る
伝
授
目
録
一
二

（
３
）

五
箇
条
、
並
び
に
世
尊
寺
流
伝
授
書
目
四
七
部
、
極
秘
灌
頂
伝
授
七
箇
条
を
記
し
、
巻
末
に
、
尹
祥
息
公
風
が
、
本
書
の
成
立
に
か
か
わ

る
顛
末
を
述
べ
た
祓
文
を
載
せ
る
。
書
名
に
示
さ
れ
る
如
く
、
本
書
は
入
木
道
伝
書
の
書
目
の
み
羅
列
す
る
体
裁
を
と
る
中
に
、
「
三
十

六
人
歌
合
』
に
か
か
わ
る
か
と
思
量
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
書
目
を
見
出
す
の
で
、
次
に
そ
れ
ら
の
書
目
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

（
４
）

森
尹
祥
の
事
蹟
・
書
学
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
淳
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。

八
三
十
六
人
歌
合
無
繪
書
禮
巻
頭
二
一
行
二
一
字

十
同
巻
頭
三
行
六
字

九
同
巻
頭
三
行
三
字
眞
字

一
一
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『三十六人歌合」と入木道（新藤）

四
十
同
草

四
十
一
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形

書
目
の
頭
に
付
さ
れ
た
数
字
は
、
該
書
の
書
目
番
号
で
あ
る
が
、
「
三
十
六
人
歌
合
』
に
関
係
す
る
書
目
は
、
以
上
の
九
種
で
あ
り
、
う

ち
舟
八
～
四
十
一
の
四
書
は
世
尊
寺
家
に
代
々
伝
わ
る
伝
授
書
目
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
九
書
目
の
う
ち
、
前
半
の
五
言
目
は
、
「
三
十
六
人
歌
合
』
ｌ
お
そ
ら
く
は
、
一
歌
人
一
首
計
三
十
六
首
の
一
首
歌

仙
本
と
想
定
さ
れ
る
ｌ
の
書
法
に
関
す
る
要
点
を
説
明
す
る
も
の
で
、
八
～
十
一
ま
で
は
主
に
色
紙
に
書
く
場
合
の
書
法
、
州
六
（
州

六
人
歌
合
草
子
書
）
は
冊
子
形
態
の
書
物
と
し
て
書
く
場
合
の
書
法
を
、
夫
々
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
れ
ら

は
、
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
す
る
体
裁
で
は
な
く
、
多
分
、
具
体
例
を
模
写
し
て
示
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
以
上
の
五
書
目

に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
資
料
が
、
現
存
伝
本
の
中
に
い
く
つ
も
見
出
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
具
体
例
と
の
か
か
わ

（
５
）

「
三
十
六
人
歌
合
無
繪
書
禮
巻
頭
二
一
行
三
字
」
（
八
）
の
例
と
し
て
は
、
高
松
市
松
平
文
庫
蔵
（
Ｃ
九
九
六
）
本
の
巻
頭
の
人
麿
歌
な
ど
が

該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
そ
の
書
法
を
示
す
と
、

り
の
面
か

州
六
州
六
人
歌
合
草
子
書

「
世
尊
寺
代
々
傳
書
」

州
八
神
前
歌
仙
眞

州
九
同
行

十
一
同
巻
頭
散
し

ら
説
明
し
て
ゆ
き
た
い
。
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通
常
「
三
行
三
字
」
は
、
一
首
懐
紙
の
書
法
と
し
て
伝
統
的
に
受
継
が
れ
て
来
る
が
、
そ
れ
を
色
紙
に
援
用
す
る
場
合
の
書
法
を
示
し
た

と
考
え
ら
れ
、
三
行
三
字
の
書
法
は
、
四
行
の
字
数
を
九
・
十
・
九
・
三
と
書
く
の
が
規
範
と
さ
れ
る
。
但
し
、
本
歌
の
例
の
如
き
「
字

余
り
歌
」
の
場
合
に
は
、
そ
の
点
に
留
意
す
る
意
図
で
、
前
三
行
は
九
・
十
・
九
音
節
、
最
後
の
一
行
は
三
文
字
に
書
く
こ
と
を
説
い
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
三
行
三
字
」
と
は
、
三
行
三
音
節
で
は
な
く
、
三
行
三
文
字
ｌ
該
歌
は
三
行
三
文
字
、
三

行
四
音
節
で
あ
る
ｌ
の
意
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
得
る
が
、
こ
の
点
は
、
陽
明
文
庫
長
名
和
修
氏
か
ら
も
御
教
示
を
賜
っ
た
。
な
お
、

「
無
絵
書
体
」
と
断
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
以
下
の
論
述
に
よ
っ
て
、
概
ね
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「
三
十
六
人
歌
合
巻
頭
三
行
三
字
眞
字
」
（
九
）
に
つ
い
て
は
、
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
（
五
七
二
七
）
『
梅
処
漫
筆
』
（
十
五
）
所

収
の
「
色
紙
形
書
伝
」
の
冒
頭
人
麿
歌
の
吾
様
な
ど
が
参
考
に
供
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
次
掲
の
如
き
記
載
で
あ
る
。

左
柿
本
人
麿

本
農
ノ
、
登
阿
可
之
乃

浦
能
安
左
幾
理
示
嶋

加
宮
礼
行
舟
越
之

曽
思
布 左

柿
本
人
麿

ほ
の
／
、
と
あ
か
し
の

う
ら
の
朝
き
り
に
鳩

か
く
れ
ゆ
く
舟
を
し

そ
思
ふ

－32－



『三十六人歌合」と入木道（新藤）

三
行
三
字
の
真
意
が
三
行
三
文
字
に
あ
る
こ
と
を
敷
桁
す
れ
ば
、
三
行
六
字
も
三
行
六
文
字
の
意
に
解
し
得
る
と
思
う
が
、
右
の
書
陵
部

本
の
例
は
、
六
文
字
か
つ
六
音
節
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
点
を
確
認
し
難
い
。
が
、
次
に
掲
げ
る
事
例
は
、
真
名
書
き
な
が
ら
、
三
行
六

（
６
）

文
字
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
高
松
宮
家
旧
蔵
（
Ｃ
八
九
○
）
松
花
堂
昭
乗
筆
「
三
十
六
歌
仙
色
紙
形
」
の
巻

前
例
と
同
様
に
、
三
行
三
文
字
に
認
め
る
が
、
二
行
目
の
「
浦
」
「
嶋
」
、
三
行
目
の
「
行
」
「
舟
」
、
四
行
目
の
「
思
（
ふ
）
」
は
（
真
）

、
、
仮
名
と
し
て
用
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
三
行
三
字
の
「
九
・
十
・
九
・
三
」
が
、
「
九
・
十
・
九
」
音
節
と
三
文
字
を
意
味
す
る
こ
と

を
、
こ
の
例
か
ら
も
追
認
し
得
る
。
な
お
、
本
例
と
前
例
と
を
勘
合
す
る
と
、
同
歌
で
あ
り
な
が
ら
漢
字
（
真
字
）
と
し
て
当
て
る
語
句

が
異
な
る
の
で
、
執
れ
の
歌
句
を
漢
字
に
書
く
か
と
い
う
撰
択
は
、
或
い
は
書
写
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
想
像
さ
れ

頭
歌
で
あ
る
。

「
三
十
六
人
歌
合
巻
頭
三
行
六
字
」
（
十
）
と
言
う
の
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
桂
・
八
二
一
）
「
三
十
六
歌
仙
色
紙
帖
」
の
巻
頭
人
麿

歌
の
如
き
書
様
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

る
○

＝〃

７
．
＃

ヂ
ノ
、
金

－33－



「
三
十
六
人
歌
合
巻
頭
散
し
」
（
十
一
）
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
例
は
い
く
つ
も
散
見
す
る
が
、
そ
れ
は
散
形
の
書
法
、
散
様
が
多

様
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
三
種
の
散
形
書
法
を
掲
げ
る
。
先
ず
、
射
和
文
庫
蔵
（
Ⅲ
～
五
二
「
三
拾
六
歌
仙

集
」
ｌ
書
目
は
「
ｌ
集
」
と
あ
る
が
、
内
容
は
三
十
六
人
歌
合
ｌ
の
巻
頭
人
丸
歌
、

先
の
三
行
三
字
の
場
合
と
同
様
、
同
じ
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
漢
字
（
真
字
）
を
当
て
る
語
句
が
異
な
る
が
、
末
尾
の
一
行
は
六
文
字
を
以

て
書
い
て
あ
る
。

寳
農
ご
言
登
明
石

能
有
羅
乃
朝
霧
余

志
末
雅
久
禮
行

不
念
遠
之
所
思

左
柿
本
人
丸

ほ
の
ノ
ー
、
と

明
石
の

ア
ワ
ら
の

朝
霧
に

舟
を
し
そ
鳩
か
く
れ

お
も
ふ
行

柿
本
人
丸

－34－



｢三十六人歌合』と入木道（新藤）

更
に

次
に
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
蔵
（
○
九
二
・
一
・
一
○
）
「
歌
仙
書
形
」
の
巻
頭
は
、

朝岩
国
徴
古
館
蔵
（
一
八
’
一
三
）
「
神
前
歌
仙
書
式
」
の
巻
頭
散
形
は
次
の
如
し
。

柳
本
人
麿

本
農
島

／
、
と
か
く
れ

左
柳
本
人
丸

ほ
の
／
～

嶋
か
く

と

れ
行

あ
か
し
の

霧
う
ら
の

明
石
の

に

朝
き
り
に

う
ら
の

舟
を

舟
を
し
そ

行お
も
ふ

し
そ 思

ふ
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先
掲
の
三
行
三
字
真
字
、
三
行
六
字
真
字
（
松
花
堂
昭
乗
筆
本
）
と
も
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
三
種
の
散
形
は
、
当
然
な
が

ら
、
極
め
て
装
飾
性
・
絵
画
性
に
富
む
書
法
で
あ
る
た
め
、
書
か
れ
た
和
歌
が
も
し
全
く
の
無
名
歌
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
果
し
て
正
し

く
読
了
せ
る
も
の
か
否
か
、
と
の
疑
念
を
抱
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
散
書
の
場
合
に
は
そ
の
歌
句
の
順
序
に
、
ま
た
、
真
字
書
き
歌
の
場

合
に
は
、
漢
字
（
真
名
）
と
し
て
読
む
べ
き
語
句
が
執
れ
な
の
か
そ
の
見
極
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
檮
路
を
感
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
、

と
の
疑
問
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
問
題
に
逢
着
し
た
時
、
想
到
す
る
の
が
、
「
三
十
六
人
歌
合
』
ｌ
多
く
の
場
合
、
一
首
歌

仙
本
形
態
で
あ
ろ
う
ｌ
が
、
こ
う
し
た
入
木
道
の
素
材
に
仰
が
れ
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
一
首
歌
仙
本
『
三
十
六
人
歌
合
』
は
、
た

と
え
所
収
歌
に
多
少
の
異
な
り
が
あ
ろ
う
と
も
、
現
存
す
る
諸
形
態
本
文
の
い
ず
れ
の
歌
で
あ
れ
、
夙
に
夫
々
の
歌
人
の
著
名
な
歌
と
し

て
流
布
し
て
い
た
た
め
、
真
字
書
き
で
示
さ
れ
よ
う
と
、
散
形
に
書
か
れ
よ
う
と
、
歌
本
文
・
歌
句
を
特
定
す
る
こ
と
に
さ
し
た
る
困
難

は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
点
に
、
『
三
十
六
人
歌
合
』
が
入
木
道
の
世
界
に
迎
入
れ
ら
れ
る
要
因
の
一
つ
が
存
し
た
、
と
推
測
す
る

の
は
正
鵠
を
大
き
く
外
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
、
以
上
に
掲
げ
た
三
十
六
人
歌
合
巻
頭
人
麿
歌
は
、
全
て
「
ほ
の
ノ
ー
と
明
石
の
浦

の
朝
霧
に
島
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ
」
の
歌
で
あ
っ
た
が
、
管
見
し
た
一
首
歌
仙
本
の
大
部
分
が
人
丸
歌
に
こ
の
歌
を
採
り
、
他
に
、

「
龍
田
河
紅
葉
ば
流
る
神
奈
備
の
三
室
の
山
に
時
雨
ふ
る
ら
し
」
の
歌
を
採
る
伝
本
も
見
ら
れ
る
が
、
以
上
の
二
首
以
外
の
歌
を
所
載
す

る
伝
本
は
殆
ど
稀
で
あ
る
。
同
じ
事
象
は
貫
之
の
歌
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
、
貫
之
歌
で
最
も
多
い
の
が
、
「
桜
散
る
木
の
下
風
は
寒
か

ら
で
空
に
知
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
ふ
り
け
る
」
の
歌
で
あ
り
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
「
結
ぶ
手
の
し
づ
く
に
に
ご
る
山
の
井
の
あ
か
で
も
人
に
別

れ
ぬ
る
か
な
」
の
歌
で
あ
っ
て
、
両
首
以
外
の
貫
之
歌
を
所
載
す
る
一
首
歌
仙
本
伝
本
は
極
め
て
少
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
人
麿
歌
や
貫
之
歌
が
、
多
く
の
一
首
歌
仙
本
に
於
い
て
、
一
、
二
首
に
固
定
化
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が
当
該

歌
人
の
代
表
形
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
が
、
か
か
る
事
象
は
、
先
述
の
推
測
に
多
少
と
も
蓋
然
性
を
付
与
す
る
も
の
と
思
う

の
で
あ
る
。
な
お
、
具
体
例
を
掲
げ
て
検
討
し
た
以
上
の
書
法
は
、
お
そ
ら
く
色
紙
に
書
く
場
合
の
、
即
ち
「
色
紙
形
」
の
規
範
を
示
し
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『三十六人歌合」

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
資
料
で
は
冊
子
本
に
転
写
さ
れ
た
も
の
も
多
い
の
で
、
入
木
道
特
有
の
故
実
・
作
法
な
ど
が
介
在
す
る

と
し
て
も
、
そ
う
し
た
要
素
は
全
く
掬
い
上
げ
得
な
い
。
資
料
性
の
限
界
に
よ
る
た
め
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な
分
野
の
検
討
は
、
今
後
の

和
歌
研
究
の
課
題
と
し
て
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
「
州
六
人
歌
合
草
子
書
」
（
州
六
）
に
つ
い
て
言
及
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
書
目
に
つ
い
て
は
、
殊
更
事
例
を
掲
げ
て
説
明

を
加
え
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
冊
子
形
態
の
一
首
歌
仙
本
伝
本
も
多
い
の
で
、
そ
れ
ら
を
一
瞥
す
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
か
ら

で
あ
る
が
、
た
だ
、
『
入
木
道
伝
書
目
録
』
が
敢
え
て
こ
の
書
目
を
採
込
ん
だ
意
図
を
肘
度
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
右
方
最

終
歌
人
中
務
’
一
首
歌
仙
本
本
文
は
、
歌
合
形
式
に
歌
人
を
番
え
て
左
右
歌
人
交
互
に
順
を
連
ね
る
書
き
方
と
、
左
方
歌
人
を
先
に
書

き
、
次
い
で
右
方
歌
人
を
書
く
書
き
方
と
の
二
通
り
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
務
が
最
終
歌
人
と
な
る
ｌ
の
歌
の
吾
様
に
留
意

す
る
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
冊
子
本
に
書
写
さ
れ
る
「
草
子
書
」
は
、
多
く
の
場
合
一
首
二
行
に
書
き
、
次
い
で
一
首
一
行
書
き
も
見

ら
れ
、
或
い
は
稀
に
一
首
三
行
書
き
も
あ
る
が
、
色
紙
形
が
一
葉
に
一
首
を
書
く
の
と
異
な
り
、
冊
子
の
半
葉
毎
に
規
格
正
し
く
和
歌
を

鯛
聿
自
写
し
得
な
い
場
合
も
生
じ
、
本
文
末
尾
が
最
終
丁
の
左
隅
に
必
ず
収
ま
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
文
末
尾
、
即
ち
中
務
歌
の

噺
下
句
に
相
当
す
る
歌
句
を
、
そ
の
場
合
に
は
散
形
の
如
く
、
余
白
を
残
さ
ず
埋
め
る
意
図
を
以
て
書
写
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
書
例
は
管

植
見
の
本
文
に
も
い
く
つ
も
Ⅱ
に
つ
い
た
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は
「
三
十
六
人
歌
合
」
に
の
み
特
有
の
書
法
で
は
あ
る
ま
い
。
勅
撰
集
・
私

入と
家
集
の
写
本
末
尾
に
も
ま
ま
見
か
け
る
事
例
で
あ
り
、
「
入
木
道
伝
書
目
録
』
が
本
書
目
の
前
に
、
「
州
五
百
人
一
首
草
子
書
」
と
掲
げ

ｊ恰
る
の
も
、
或
い
は
同
じ
よ
う
な
書
法
を
説
く
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

森
尹
祥
著
『
入
木
道
伝
書
日
録
』
に
登
載
さ
れ
る
書
目
の
う
ち
、
「
世
尊
寺
代
々
傳
書
」
と
し
て
一
括
、
別
掲
す
る
書
目
か
ら
、
『
三
十

一
一
一
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右
入
木
道
傳
授
之
一
巻
必
不
可
有
他
見

被
背
此
旨
者
可
被
蒙
違
誓
約
之
罰
者
也

価
如
件
源
公
風
謹
誌
之

奥
書
の
書
写
者
源
公
風
は
、
前
述
の
如
く
「
入
木
道
伝
書
目
録
』
の
著
者
森
尹
祥
の
息
男
で
あ
り
、
同
書
の
祓
文
を
も
書
載
し
た
人
物
で

あ
る
が
、
奥
書
記
文
中
の
「
入
木
道
伝
授
之
一
巻
」
の
語
句
を
勘
案
す
る
と
、
本
書
が
『
入
木
道
伝
言
目
録
』
に
言
う
所
の
「
三
十
六
人

歌
合
巻
物
形
」
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
先
ず
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
以
下
の
論
述
に
よ
っ
て
、
よ
り
蓋
然
性
を
増

す
も
の
と
思
う
が
、
と
す
れ
ば
、
書
陵
部
本
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
世
尊
寺
家
に
代
々
伝
わ
っ
た
、
伝
統
的
書
法
の
一
端

を
知
る
こ
と
て
き
る
わ
け
で
あ
り
、
三
六
首
全
て
揃
っ
て
い
る
点
で
は
、
前
述
の
「
三
十
六
人
歌
合
巻
頭
三
行
三
字
」
「
同
三
行
三
字
眞

字
」
「
同
三
行
六
字
」
「
同
散
し
」
等
に
比
し
て
、
は
る
か
に
詳
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
首
歌
仙
本
型
形
態
の
『
三
十
六
人
歌
合
」
本
文
に
か
か
わ
る
考
察
に
於
い
て
は
、
当
該
本
文
が
三
十
六
歌
仙
歌
人
の
執

六
人
歌
合
』
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
四
書
Ⅱ
に
つ
い
て
、
次
に
詳
細
に
内
容
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

前
章
で
掲
出
し
た
如
く
、
「
世
尊
寺
代
々
傳
書
」
か
ら
俎
上
に
載
る
の
は
、
「
汁
八
神
前
歌
仙
眞
」
「
州
九
同
行
」
「
四
十
同
草
」

「
四
十
一
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
の
四
書
目
で
あ
っ
た
が
、
論
述
の
都
合
上
、
先
ず
「
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
（
四
十
一
）
か
ら

考
察
を
加
え
て
ゆ
く
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
「
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
（
一
六
二
・
二
七
九
）
な
る
、
全
く
同
名
の
袋
綴
一
冊
本
が
所
蔵

さ
れ
る
。
該
書
は
冊
子
形
態
（
袋
綴
）
な
が
ら
、
そ
の
書
目
が
示
す
如
く
、
『
三
十
六
人
歌
合
」
（
一
首
歌
仙
本
）
本
文
を
巻
子
本
に
書
写

す
る
書
法
を
説
く
も
の
で
、
そ
の
こ
と
は
、
巻
末
の
奥
書
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

右
者
巻
物
丹
書
と
ぎ
の

書
法
也
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『三十六人歌合」と入木道（新藤）

（
７
）

れ
の
歌
を
採
用
す
る
か
、
即
ち
、
諸
伝
本
の
所
収
歌
の
異
な
り
に
よ
っ
て
、
極
め
て
多
様
な
形
態
が
派
生
す
る
が
、
事
実
、
別
稿
で
触
れ

た
よ
う
に
、
現
存
一
首
歌
仙
本
諸
本
文
中
に
は
、
他
に
類
型
を
見
出
し
得
な
い
「
独
自
型
」
本
文
が
極
め
て
多
い
。
但
し
、
そ
の
一
方
で
、

三
六
首
悉
く
一
致
す
る
伝
本
群
も
ま
た
数
多
く
伝
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
伝
本
毎
に
系
統
分
け
す
る
と
、
㈲
佐
竹
本
型
、
自
尊
円
本

型
、
日
行
俊
本
型
、
四
松
花
堂
本
型
、
㈲
拾
穗
抄
型
、
㈱
歌
仙
抄
型
ｌ
執
れ
も
稿
者
に
よ
る
私
の
仮
称
ｌ
の
六
形
態
を
指
摘
し
得
る

こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
上
記
六
形
態
の
所
収
歌
全
て
を
掲
出
す
る
こ
と
は
、
紙
幅
の
都
合
上
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
本
稿

の
趣
旨
か
ら
も
逸
脱
す
る
た
め
見
合
せ
る
が
、
以
下
の
論
述
に
大
き
く
か
か
わ
る
「
尊
円
本
型
」
、
「
行
俊
本
型
」
二
系
の
本
文
の
み
掲

げ
て
お
く
。
両
者
の
本
文
関
係
は
極
め
て
親
し
く
、
相
互
に
異
な
る
の
は
人
丸
・
忠
見
の
二
首
の
み
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
尊
円
本

型
所
収
歌
本
文
を
掲
げ
、
そ
れ
と
異
な
る
行
俊
本
型
本
文
を
併
記
す
る
。

龍
田
河
も
み
ぢ
葉
流
る
神
奈
備
の
三
室
の
山
に
し
ぐ
れ
ふ
る
ら
し
（
人
丸
）

（
ほ
の
ノ
ー
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
島
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ
ｌ
行
俊
本
人
丸
歌
）

結
ぶ
手
の
し
づ
く
に
濁
る
山
の
井
の
あ
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
（
貫
之
）

住
吉
の
松
を
秋
風
ふ
く
か
ら
に
声
う
ち
そ
ふ
る
沖
つ
白
浪
（
躬
恒
）

三
輪
の
山
い
か
に
ま
ち
み
ん
年
ふ
と
も
た
づ
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ぱ
（
伊
勢
）

ま
き
も
く
の
檜
原
も
い
ま
だ
曇
ら
ね
ば
小
松
が
原
に
淡
雪
ぞ
ふ
る
（
家
持
）

和
歌
の
浦
に
し
ほ
み
ち
く
れ
ば
潟
を
な
み
芦
辺
を
さ
し
て
た
づ
鳴
き
渡
る
（
赤
人
）

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
（
業
平
）

い
そ
の
か
み
ふ
る
の
山
辺
の
桜
花
植
ゑ
け
ん
時
を
し
る
人
ぞ
な
き
（
遍
昭
）

音
に
の
み
き
く
の
白
露
よ
る
は
を
き
て
昼
は
思
ひ
に
あ
へ
ず
消
ぬ
く
し
（
素
性
）
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夕
さ
れ
ば
螢
よ
り
け
に
燃
ゆ
れ
ど
も
光
見
ね
ば
や
人
の
つ
れ
な
き
（
友
則
）

奥
山
に
も
み
ぢ
踏
み
わ
け
鳴
く
鹿
の
声
き
く
時
ぞ
秋
は
か
な
し
き
（
猿
丸
）

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
ぎ
草
の
根
を
絶
え
て
さ
そ
ふ
水
あ
ら
ぱ
い
な
ん
と
ぞ
思
ふ
（
小
町
）

短
か
夜
の
ふ
け
ゆ
く
ま
塁
に
高
砂
の
峰
の
松
風
ふ
く
か
と
ぞ
聞
く
（
兼
輔
）

よ
ろ
づ
代
の
は
じ
め
と
今
日
を
祈
り
を
き
て
い
ま
行
末
は
神
ぞ
か
ぞ
へ
ん
（
朝
忠
）

伊
勢
の
海
ち
ひ
ろ
の
浜
に
ひ
ろ
ふ
と
も
今
は
何
て
ふ
か
ひ
か
あ
る
べ
き
（
敦
忠
）

春
す
ぎ
て
散
り
は
て
に
け
る
梅
の
花
た
■
か
ば
か
り
ぞ
枝
に
残
れ
る
（
高
光
）

と
の
も
り
の
と
も
の
み
や
つ
こ
心
あ
ら
ぱ
こ
の
春
ば
か
り
朝
ぎ
ょ
め
す
な
（
公
忠
）

春
た
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
吉
野
の
山
も
か
す
み
て
今
朝
は
見
ゆ
ら
ん
（
忠
峯
）

袖
に
さ
へ
秋
の
夕
べ
は
知
ら
れ
け
り
消
え
し
浅
茅
が
露
を
か
け
つ
ふ
（
斎
宮
）

子
日
す
る
野
辺
に
小
松
を
ひ
き
つ
れ
て
か
へ
る
山
路
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
鳴
く
（
頼
基
）

秋
萩
の
花
さ
ぎ
に
け
り
高
砂
の
尾
上
の
鹿
は
い
ま
や
鳴
く
ら
ん
（
敏
行
）

夏
か
り
の
玉
江
の
あ
し
を
踏
み
し
だ
き
群
れ
ゐ
る
烏
の
た
つ
空
ぞ
な
ぎ
（
重
之
）

山
ざ
と
は
冬
ぞ
さ
び
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
（
宗
干
）

ほ
の
／
、
と
有
明
の
月
の
つ
ぎ
か
げ
に
紅
葉
吹
ぎ
お
ろ
す
山
お
ろ
し
の
風
（
信
明
）

天
つ
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
ゐ
る
た
づ
の
な
ど
か
雲
ゐ
に
帰
ら
ざ
る
べ
き
（
清
正
）

水
の
面
に
照
る
月
な
み
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
今
宵
ぞ
秋
の
も
な
か
な
り
け
る
（
順
）

契
り
け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
た
な
ば
た
の
年
に
ひ
と
た
び
あ
ふ
は
あ
ふ
か
は
（
興
風
）
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契
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し
ぼ
り
つ
上
末
の
松
山
な
み
こ
さ
じ
と
は
（
元
輔
）

み
吉
野
の
山
の
し
ら
雪
つ
も
る
ら
し
ふ
る
さ
と
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り
（
是
則
）

咲
き
に
け
り
わ
が
山
里
の
卯
の
花
は
か
き
ね
に
消
え
ぬ
雪
と
見
る
ま
で
（
元
真
）

大
井
川
そ
ま
山
風
の
さ
む
け
れ
ば
立
つ
岩
な
み
を
雪
か
と
ぞ
見
る
（
小
大
君
）

お
も
ひ
し
る
人
に
見
せ
ば
や
夜
も
す
が
ら
我
が
と
こ
な
つ
に
を
ぎ
ゐ
た
る
露
（
仲
文
）

み
か
き
も
り
衛
士
の
た
く
火
の
夜
は
燃
え
昼
は
消
え
つ
堅
物
を
こ
そ
思
へ
（
能
宣
）

い
づ
か
た
に
鳴
き
て
ゆ
く
ら
ん
時
烏
よ
ど
の
わ
た
り
の
ま
だ
夜
深
き
に
（
忠
見
）

（
恋
す
て
ふ
我
が
名
は
ま
だ
ぎ
立
ち
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
そ
め
し
か
１
行
俊
本
忠
見
歌
）

忍
ぶ
れ
ど
色
に
出
で
に
け
り
我
が
恋
は
物
や
お
も
ふ
と
人
の
と
ふ
ま
で
（
兼
盛
）

秋
風
の
吹
く
に
つ
け
て
も
と
は
い
か
な
荻
の
葉
な
ら
ば
音
は
し
て
ま
し
（
中
務
）

開
以
上
が
尊
円
本
型
一
首
歌
仙
本
『
二
一
十
六
人
歌
合
』
の
所
収
歌
で
あ
る
。
さ
て
、
論
述
を
聿
昌
陵
部
本
「
二
一
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
に
戻

噺
す
と
、
そ
の
所
収
歌
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
「
行
俊
本
型
」
ｌ
尊
円
本
型
本
文
と
人
丸
・
忠
見
の
二
首
が
異
な
る
ｌ
と
悉
く
一
致
す
る
．

槌
世
尊
寺
行
俊
（
？
～
一
四
○
七
）
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
世
尊
寺
流
の
流
派
を
継
承
す
る
人
物
で
あ
り
、
そ
の
行
俊
撰
定
の
一
首
歌
仙
本

入と
本
文
と
悉
く
一
致
す
る
こ
と
は
、
該
書
が
「
入
木
道
伝
書
目
録
』
の
伝
え
る
「
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
の
転
写
本
文
で
あ
る
可
能
性
を

ｊ舳
一
層
強
め
る
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
聿
皀
陵
部
本
巻
頭
の
人
麿
歌
は
、
右
方
貫
之
と
番
え
る
形
式
で
左
端
か
ら
右
へ
と
書
か
れ
る
が
、
歌
句

杁
末
尾
の
下
に
小
字
で
「
世
尊
寺
」
と
記
載
が
あ
る
の
は
、
こ
れ
が
、
世
尊
寺
流
の
由
緒
あ
る
聿
白
法
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
よ
う
。

計
聿
昌
陵
部
本
が
、
尹
祥
著
述
に
伝
え
る
世
尊
寺
代
々
伝
聿
自
中
の
一
本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
首
肯
さ
れ
る
と
思
う
が
、
該
聿
昌
は
、

ｒ

見
聞
き
一
面
の
左
右
に
、
夫
々
左
方
、
右
方
歌
人
を
配
し
、
し
か
も
、
中
央
を
中
心
に
可
能
な
限
り
左
右
対
称
と
す
べ
く
、
歌
が
書
写
さ
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れ
て
あ
る
。
三
六
首
の
大
部
分
は
散
形
の
書
法
で
書
か
れ
る
が
、
他
に
色
紙
形
に
染
筆
す
る
場
合
の
如
き
整
然
た
る
書
様
も
見
ら
れ
る
な

ど
、
能
う
限
り
の
書
写
様
式
を
開
陳
す
る
意
図
が
あ
る
か
と
さ
え
想
像
せ
し
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
書
法
は
ま
こ
と
に
装
飾
性
豊

か
な
、
極
め
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
筆
致
と
な
る
が
、
左
方
歌
人
は
左
端
か
ら
、
右
方
歌
人
は
右
端
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
対
称
的
に
書
分
け
る
形

式
は
、
後
述
す
る
如
く
、
世
尊
寺
家
伝
統
の
「
三
十
六
人
歌
合
散
様
真
之
形
」
に
準
ず
る
様
式
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
該
書
の
書
写
様
式
の
特
徴
を
説
明
す
べ
く
、
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
示
し
て
み
る
。

①
は
巻
頭
の
人
麿
・
貫
之
の
番
え
で
、
「
左
・
右
」
の
書
分
け
は
巻
頭
に
の
ゑ
付
さ
れ
る
。
二
首
と
も
に
三
行
五
字
（
’
三
行
五
文
字
）

に
吾
写
す
る
の
は
、
或
い
は
、
三
十
六
人
歌
合
一
八
番
の
番
え
の
一
部
に
、
飛
鳥
井
家
の
書
法
を
採
入
れ
る
意
図
が
あ
っ
た
か
と
も
想
像

せ
し
め
る
。
②
は
歌
人
名
を
中
央
に
置
き
、
左
方
歌
人
は
名
前
の
右
か
ら
、
右
方
歌
人
は
左
か
ら
書
出
し
、
次
い
で
残
り
の
半
分
の
紙
面

に
そ
れ
ぞ
れ
逆
順
に
書
く
。
左
右
二
歌
人
が
対
照
的
に
配
置
さ
れ
る
に
加
え
て
、
個
々
の
歌
人
の
歌
も
、
名
前
を
挟
ん
で
上
句
と
下
句
と

が
左
右
相
称
に
な
る
よ
う
に
書
写
さ
れ
る
点
で
、
技
巧
の
凝
ら
さ
れ
た
書
法
と
言
え
よ
う
。
③
は
、
歌
句
に
先
立
っ
て
歌
人
名
を
置
い
て
、

そ
れ
に
続
け
て
和
歌
を
記
す
が
、
こ
の
書
法
は
⑥
に
も
見
ら
れ
る
。
④
は
③
と
逆
に
、
歌
人
名
が
歌
の
末
尾
に
付
さ
れ
、
し
か
も
「
宗
干

朝
臣
ｌ
信
明
朝
臣
」
の
如
く
に
、
末
尾
が
呼
応
し
合
う
が
如
き
書
法
で
あ
り
、
歌
句
の
冒
頭
を
高
く
置
き
、
順
次
な
だ
ら
か
に
書
下
げ
、

、
、
、

、
、
、

リ
ズ
ム
感
を
盛
込
む
。
こ
の
④
の
例
の
如
く
に
、
歌
人
名
に
対
称
性
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
他
に
「
中
納
言
兼
輔
Ｉ
中
納
言
朝
忠
」

、

、

「
敏
行
Ｉ
重
之
」
な
ど
が
目
に
つ
く
。
⑤
は
歌
句
の
全
て
を
仮
名
書
き
と
し
、
末
尾
を
一
字
で
止
め
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ

る
仮
名
は
、
字
母
は
勿
論
の
こ
と
、
字
体
も
現
在
通
行
の
仮
名
と
全
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
実
が
何
な
る
意
味
を
荷
う
の
か

は
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。
⑥
は
③
と
同
様
に
、
歌
人
名
が
冒
頭
に
来
る
が
、
両
首
の
冒
頭
の
「
契
り
け
む
’
契
り
ぎ
な
」
の
語
句
の
類

似
性
に
よ
っ
て
、
左
右
対
称
の
妙
を
効
果
的
に
引
出
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
一
首
歌
仙
本
各
歌
人
の
代
表
歌
を

選
定
す
る
に
際
し
て
、
単
に
名
歌
で
あ
る
と
の
尺
度
ば
か
り
で
は
な
く
、
案
外
こ
の
よ
う
な
、
番
え
の
妙
、
左
右
の
類
似
性
・
対
称
性
の
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①

②

－43－

右

紀

貫
之

結
ふ
て
の
し
つ
く
に

に
こ
る
山
の
井
の

あ
か
て
も
人
に
わ
か

れ
ぬ
る
か
な

を
し
そ
思
ふ
世
尊
寺

島
か
く
れ
行
舟

の
浦
の
朝
霧
に

帆
能
言
ご
と
あ
か
し

左
柿
本
人
麿

小

わ野さ

身ひ小そあ

のをぬ町ふらむ

思
ふ
と
そ
は
い

水れ
は
浮
草
ね
を
え
て

たな

猿

聲丸お

時き太く紅

はそく夫山葉わ

しかあにふけ鹿

きなきゑなの

く



③

④

－44－

高
光
は
る
過
て

散
は
て
に
け
る

梅
の
は
な

た
坐
香
は
り

ミ力

そ
え
た
に
の

こ
れ
る

て
ふ
ミ力

ブ
○
へ
妾
ご

ひ
か
あ

い
ま
は
な
にひ
ろ
ふ
と
も

千
ひ
ろ
の
濱
に

敦
忠
い
せ
の
う
み

シつ

もき
おみか

在
明
の
月

おろちけの
かろす吹に
朝せし山
臣信の
明

本
の
ノ
ｉ
、
と

朝
臣

も
へ
は
宗
手

か
れ
ぬ
と
お

め
も
く
さ
も

り
け
る
人

し
さ
ま
さ

ふ
ゆ
そ
さ
ひ

山
さ
と
は
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⑤

⑥

－45－

順

み
つ
の
お
も
に
て
る

つ
き
な
ゑ
を
か
そ
ふ

れ
は
こ
よ
ひ
そ
あ
ぎ

の
も
な
か
な
り
け

る ぎも
ゐ
に
か
へ
ら
さ
る
へ

た
つ
の
な
と
か
く

ゐ
の
う
ら
に
ゐ
る

あ
ま
つ
か
せ
ふ
け

清
正

元
輔
契
り
き
な

、力

た
ゑ
に

袖
を
し
ほ
り

つ
上
末
の
ま
つ

山
な
み
こ
さ
し
と
は

度
あ
ふ
は
逢
か
は

と
し
に
ひ
と

ら
き
織
女
の

こ
上
ろ
そ
つ

興
風
契
り
け
む



な
お
、
「
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
の
書
法
を
忠
実
に
継
承
す
る
扁
額
歌
仙
絵
が
伝
存
す
る
。
東
京
都
新
宿
区
四
谷
の
須
賀
神
社
に
襲

蔵
さ
れ
る
扁
額
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
縦
三
七
、
八
糎
前
後
、
横
三
二
、
三
糎
前
後
の
標
準
的
大
き
さ
で
、
絹
本
著
色
、
製
作
年
代
が
天
保

年
間
（
一
八
三
○
～
一
八
四
四
）
と
新
し
い
た
め
、
保
存
状
況
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。
歌
仙
絵
を
伴
う
た
め
の
余
白
の
都
合
か
ら
か
、

書
陵
部
本
に
比
し
て
、
一
、
二
文
字
の
前
行
、
次
行
へ
の
繰
上
げ
や
繰
下
げ
の
生
ず
る
の
は
止
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
一
八

番
三
六
首
の
書
写
の
様
相
は
、
書
陵
部
本
に
投
影
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
世
尊
寺
流
書
法
の
特
徴
を
極
め
て
級
密
に
遵
守
す
る
も
の
で
あ
る
。

蓋
し
、
近
世
末
期
に
於
け
る
世
尊
寺
流
（
持
明
院
流
）
の
書
流
の
拡
ま
り
を
跡
付
け
る
事
象
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
須
賀
神
社
扁

額
歌
仙
絵
の
存
在
を
勘
案
す
れ
ば
、
世
尊
寺
家
伝
書
の
「
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
も
、
元
来
は
歌
仙
絵
姿
を
伴
う
も
の
、
即
ち
、
歌
仙

絵
巻
に
和
歌
を
認
め
る
際
の
書
写
様
式
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
点
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
須
賀
神
社
の
扁
額
の
歌
仙
絵
姿
は
、
左
方
歌
人
は
全
て
左
向
き
に
、
右
方
歌
人
は
全
て
右
向
き
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
拝
殿
の
左

右
に
整
然
と
掲
額
さ
れ
る
目
的
で
製
作
さ
れ
た
意
図
を
窺
知
せ
し
め
る
が
、
現
状
で
は
、
二
、
三
歌
人
の
順
序
が
相
前
後
す
る
。

世
尊
寺
代
々
伝
書
中
の
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
と
は
、
一
首
歌
仙
本
（
本
文
は
行
俊
本
型
所
収
歌
）
の
書
写
の
形
式
を
示
し
た
も
の
で
、

散
耆
の
書
法
を
主
と
し
て
、
左
右
対
称
に
書
く
こ
と
を
基
本
に
据
え
て
、
極
め
て
装
飾
性
・
意
匠
性
に
富
む
技
巧
的
書
法
を
説
く
も
の
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
次
に
は
、
同
じ
く
世
尊
寺
代
々
伝
書
の
「
神
前
歌
仙
真
」
「
神
前
歌
仙
行
」
「
神
前
歌
仙
草
」
と
は
夫
々
如
何

面
に
基
準
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
想
像
に
も
幾
分
か
の
現
実
味
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
書

陵
部
本
「
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
は
、
右
の
如
き
想
像
を
駆
立
て
る
に
十
分
な
装
飾
性
・
意
匠
性
を
以
て
書
写
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

四
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寛
政
元
年
己
酉
冬
十
二
月

平
惟
良
写

即
ち
、
渡
辺
永
喜
（
未
詳
）
な
る
絵
師
の
描
い
た
歌
仙
絵
に
、
画
讃
和
歌
（
三
六
首
の
和
歌
は
、
北
村
季
吟
著
『
歌
仙
拾
穗
抄
』
と
一
致

開
す
る
、
所
謂
「
拾
穗
抄
型
」
本
文
）
を
八
條
隆
輔
（
一
七
一
三
ハ
ー
一
七
九
○
・
参
議
従
二
位
に
至
る
）
が
書
き
、
そ
の
和
歌
の
み
平
惟
良

噺
（
未
詳
）
な
る
人
物
が
転
写
し
た
も
の
が
該
本
に
当
る
。
書
写
年
時
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
二
一
月
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
も
、

楠
「
神
前
歌
仙
」
と
は
、
神
社
に
奉
納
、
寄
進
さ
れ
た
扁
額
歌
仙
絵
（
画
讃
和
歌
を
伴
う
）
を
指
す
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

入と
が
、
世
尊
寺
代
々
伝
書
に
見
ら
れ
る
「
眞
」
「
行
」
「
草
」
の
文
字
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
わ
ざ
わ
ざ
別
書
目
と
し
て
掲
出
す
る
か
ら
に

ｊ紬
は
、
そ
れ
相
応
の
内
容
を
持
つ
こ
と
を
予
測
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

畝
と
こ
ろ
で
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
「
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散
様
』
（
二
三
〈
五
四
三
ｌ
セ
ー
五
〉
）
な
る
書
目
の
三
冊
本
が
所
蔵

計
さ
れ
る
。
三
冊
と
も
そ
れ
ぞ
れ
一
首
歌
仙
本
『
二
一
十
六
人
歌
合
』
本
文
を
掲
載
す
る
が
、
各
々
相
互
に
所
収
歌
に
多
少
の
異
な
り
を
見
せ

ｒ

る
。
本
書
の
特
徴
と
し
て
は
、
三
冊
共
に
紛
本
に
近
い
状
態
で
の
歌
人
絵
姿
ｌ
線
描
に
て
、
目
鼻
等
は
描
出
し
て
あ
る
。
三
冊
と
も
構

な
る
内
容
を
指
し
て
言
う
も
の
か
、
こ
れ
ま
で
に
辿
り
得
た
資
料
を
基
に
、
検
討
し
説
明
を
加
え
て
ゆ
く
。

第
二
章
で
、
「
三
十
六
人
歌
合
巻
頭
散
し
」
の
一
例
と
し
て
掲
出
し
た
岩
国
徴
古
館
本
は
、
そ
の
書
目
が
「
神
前
歌
仙
書
式
」
と
あ
っ

た
が
、
該
書
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
岩
国
市
に
あ
る
「
椎
尾
宮
」
へ
寄
進
さ
れ
た
「
（
扁
額
）
歌
仙
絵
」
の
画
讃
和
歌
の
散
形
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
因
み
に
そ
の
奥
書
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

右
椎
尾
宮
江
寄
進
歌
仙
絵
ハ
渡
邊

永
喜
書
之
寄
〈
八
條
宰
相
隆
輔
卿

御
染
筆
也
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な
お
、
鈴
木
淳
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
筆
蹟
は
森
尹
祥
（
一
七
四
○
～
一
七
九
八
）
の
真
筆
と
看
て
間
違
い
な
き
と
の
由
で
、

後
述
す
る
如
く
、
奥
書
に
尹
祥
の
署
名
を
記
す
の
で
、
本
書
自
体
が
尹
祥
の
著
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
冒
頭
か
ら
検
討
を
重
ね
て

い
る
『
入
木
道
傳
書
目
録
』
の
著
者
が
、
外
な
ら
ぬ
森
尹
祥
で
あ
る
こ
と
を
考
併
せ
る
と
、
こ
の
九
大
本
の
内
容
の
信
遍
性
の
高
さ
は
、

い
る
『
入
木
道
傳
書
目
録
』
〈

自
ら
推
測
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

図
は
似
通
う
Ｉ
を
併
載
す
る
点
と
、
巻
末
に
そ
れ
ぞ
れ
別
内
容
の
奥
書
を
有
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散

様
」
は
、
三
冊
全
て
に
亘
る
九
大
図
書
館
の
付
し
た
書
名
で
あ
る
が
、
三
冊
各
々
に
外
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、

「
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
潅
之
散
様
」
（
第
一
冊
）

「
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
痙
之
散
様
」
（
第
二
冊
）

「
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
痴
之
散
様
」
（
第
三
冊
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
冊
～
第
三
冊
の
冊
次
は
図
書
館
の
整
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
奥
書
の
内
容
を
も
掛
酌
す
れ
ば
、
や
は
り

「
真
・
行
・
草
」
の
順
序
に
従
っ
て
通
覧
す
べ
き
が
妥
当
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
の
考
察
に
於
い
て
は
、
如
上
の
順
を
追
う
こ
と

〈
真
之
形
〉
の
所
収
歌
は
、
第
三
章
で
掲
出
し
た
「
行
俊
本
型
」
本
文
に
対
し
て
、
興
風
の
一
首
の
み
異
な
る
が
、
興
風
歌
は
「
誰
を
か

も
知
る
人
に
せ
ん
高
砂
の
松
も
む
か
し
の
友
な
ら
な
く
に
」
で
あ
る
。
奥
書
冒
頭
の
「
以
這
散
形
為
真
」
の
言
辞
は
、
一
首
一
首
の
散
形

に
す
る
。

さ
て
、
三
冊
本
の
う
ち
『
枇
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
極
之
散
様
」
（
以
下
〈
真
之
形
〉
と
略
称
す
る
。
他
の
二
冊
も
同
様
に
〈
行
之
形
〉

〈
草
之
形
〉
と
略
称
）
は
、
巻
末
に
次
の
奥
書
を
所
載
す
る
。
私
に
句
点
を
補
っ
て
示
す
と
、

以
這
散
形
為
真
。
其
故
者
人
丸
貫
之
兼
盛
中
務
共
以
向
合
也
。
以
其
体
害
者
為
真
。
以
頭
面
之
向
害
者
為
行
。
各
従
左
以
順
書
為
草
。

以
這
散
形
為
真
。

已
下
可
鮎
見
云
が
。
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式
が
「
草
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散
様
』

に
於
け
る
一
首
一
首
の
書
出
し
の
垂

の
書
法
の
違
い
を
指
す
の
で
は
な
く
、
三
六
首
全
体
を
貫
く
書
法
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
、
次
の
「
人
丸
貫
之
兼
盛
中
務
共
以
向
合

也
」
の
語
句
が
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。
先
に
、
構
図
に
つ
い
て
は
三
冊
と
も
基
本
的
に
一
致
す
る
旨
を
述
べ
た
が
、
三
冊
に
共
通
す
る

歌
仙
絵
姿
は
必
ず
し
も
左
右
歌
人
が
向
合
う
図
柄
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
「
人
丸
貫
之
兼
盛
中
務
共
以
向
合
」
ｌ
人
丸
・

貫
之
と
兼
盛
・
中
務
の
二
組
に
の
み
限
定
す
る
意
図
で
は
な
く
、
巻
頭
歌
人
と
巻
末
歌
人
と
を
掲
げ
て
、
全
体
を
代
表
さ
せ
る
ｌ
は
、

歌
仙
絵
姿
の
図
柄
の
向
き
の
説
明
で
は
な
く
、
書
写
さ
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
指
摘
す
る
も
の
と
わ
か
る
。
即
ち
、
〈
真
之
形
〉
の
散
形
は

左
右
歌
人
の
歌
が
向
合
う
体
裁
、
左
方
歌
人
は
左
か
ら
右
へ
、
右
方
歌
人
は
右
か
ら
左
へ
と
和
歌
を
書
写
し
て
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
前

章
で
触
れ
た
「
三
十
六
人
歌
合
巻
物
形
」
の
書
写
形
式
１
両
書
の
散
書
の
体
裁
は
全
く
異
な
る
が
ｌ
と
共
通
す
る
。
〈
真
之
形
〉
の

奥
書
を
更
に
辿
れ
ば
、
「
行
」
「
草
」
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
要
点
を
纒
め
る
と
、
「
以
頭
面
之
向
害
者
為
行
」
か

ら
、
歌
仙
絵
姿
の
顔
の
向
き
に
従
っ
て
和
歌
を
書
く
、
即
ち
、
左
右
い
ず
れ
か
ら
書
出
す
か
は
絵
姿
の
顔
の
向
き
方
に
よ
っ
て
決
ま
る
の

が
「
行
」
、
「
各
従
左
以
順
書
為
草
」
ｌ
但
し
、
後
に
触
れ
る
〈
草
之
形
〉
は
三
六
首
全
て
「
右
」
か
ら
左
へ
書
写
す
る
の
で
、
「
従
左
」

は
「
従
右
」
の
誤
り
か
と
推
測
さ
れ
る
ｌ
か
ら
、
歌
仙
絵
姿
の
図
柄
の
向
き
に
無
関
係
に
、
全
て
「
右
」
か
ら
和
歌
を
認
め
る
書
写
様

『
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散
様
』
の
〈
真
之
形
〉
巻
末
奥
書
に
よ
っ
て
、
「
真
」
「
行
」
「
草
」
が
そ
れ
ぞ
れ
、
三
十
六
人
歌
合
の
書
写

に
於
け
る
一
首
一
首
の
書
出
し
の
形
式
、
即
ち
、
左
か
ら
書
出
す
か
右
か
ら
書
出
す
か
、
と
い
う
点
を
規
定
す
る
《
法
則
》
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
『
入
木
道
伝
書
目
録
』
所
載
の
「
神
前
歌
仙
眞
」
「
同
行
」

「
同
草
」
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
察
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
点
を
更
に
確
認
す
る
意
図
を
も
含
め

て
、
〈
行
之
形
〉
〈
草
之
形
〉
の
内
容
を
備
さ
に
検
討
し
て
み
る
。

〈
行
之
形
〉
の
所
収
歌
は
、
前
章
で
具
体
的
に
紹
介
し
た
「
尊
円
本
型
」
本
文
と
悉
く
一
致
す
る
が
、
そ
れ
も
そ
の
筈
で
、
奥
書
に
触
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れ
る
時
に
更
め
て
確
認
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
行
」
の
形
態
こ
そ
は
尊
円
親
王
か
ら
伝
え
ら
れ
た
書
法
な
の
で
あ
る
。
「
行
」
の
形
は
、

〈
真
之
形
〉
奥
書
に
よ
っ
て
窺
知
せ
ら
れ
た
如
く
、
「
頭
面
之
向
」
に
和
歌
の
書
出
し
（
左
側
、
右
側
執
れ
か
ら
書
始
め
る
か
）
が
規
定

さ
れ
る
の
で
、
先
ず
、
〈
行
之
形
〉
の
歌
仙
絵
姿
の
顔
の
向
き
Ｉ
〈
真
之
形
〉
・
〈
草
之
形
〉
も
図
柄
は
基
本
的
に
一
致
す
る
の
で
、

三
冊
と
も
歌
人
の
向
き
は
同
じ
に
な
る
Ｉ
を
見
て
お
く
と
、
右
方
歌
人
一
八
人
は
全
て
右
向
き
な
の
に
対
し
て
、
左
方
の
躬
恒
・
家
持
・

敦
忠
・
清
正
・
是
則
・
兼
盛
の
六
歌
人
は
右
向
き
に
描
か
れ
る
。
即
ち
、
該
書
は
三
冊
と
も
左
向
き
歌
人
一
二
人
、
右
向
き
歌
人
二
四
人

と
な
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
〈
行
之
形
〉
に
於
い
て
は
、
左
か
ら
書
出
す
歌
一
二
首
、
右
か
ら
書
出
す
歌
二
四
首
が
収
載
さ
れ
て
い

る
。
さ
て
、
巻
末
の
奥
書
に
は
次
の
如
く
に
記
さ
れ
る
。
私
に
句
読
点
・
濁
点
を
付
し
て
掲
げ
る
。

右
行
の
ち
ら
し
形
也
。
此
ち
ら
し
形
は
世
尊
寺
家
の
法
に
て
、
尊
圓
親
王
御
染
筆
あ
り
し
を
、
基
定
卿
模
し
を
ぎ
給
ひ
し
也
。
此
圖
は

探
幽
ゑ
が
く
所
に
し
て
、
信
實
朝
臣
の
形
な
り
。
夫
躰
に
か
ま
は
ず
面
の
む
き
た
る
方
よ
り
書
は
、
行
の
法
と
也
。
此
圖
に
は
正
し
く

合
り
。
画
工
に
よ
り
て
ま
ち
／
、
也
・
ょ
て
、
家
ど
の
事
古
法
に
か
な
ひ
た
ふ
と
ぎ
こ
と
、
信
じ
お
も
ふ
く
し
。
日
光
東
照
宮
尊
所
歌

仙
の
禮
も
如
斯
。
是
は
前
東
叡
山
一
品
公
遵
大
王
よ
り
、
天
明
二
季
九
月
八
日
御
手
づ
か
ら
拝
借
し
奉
り
、
戻
筆
後
水
尾
院
の
御
讃
草
の
形

画
像
共
に
御
ゆ
る
し
を
蒙
り
う
つ
し
置
、
深
く
納
。
誠
に
千
載
不
朽
重
じ
た
ふ
と
び
深
く
秘
し
、
狼
に
な
す
べ
か
ら
ざ
る
と
い
ふ
。

世
尊
寺
入
木
皆
傳
源
尹
祥
誌
之

右
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
き
こ
と
が
窺
知
せ
ら
れ
る
。
「
行
の
ち
ら
し
形
」
が
世
尊
寺
家
の
伝
統
的
書
法
で
あ
り
、
尊
円
親
王
（
一

二
九
八
～
一
三
五
六
）
染
筆
の
散
形
を
持
明
院
基
定
（
一
六
○
七
～
一
六
六
七
）
が
模
写
し
て
、
持
明
院
家
に
受
継
が
れ
た
ら
し
い
こ
と
、

歌
仙
絵
姿
の
構
図
は
藤
原
信
実
の
創
始
に
な
る
も
の
で
、
尹
祥
転
写
の
祖
本
の
図
柄
ｌ
扁
額
歌
仙
絵
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
ｌ
は
、

狩
野
探
幽
が
描
い
た
歌
仙
絵
で
あ
っ
た
こ
と
、
等
々
で
あ
る
。
更
に
は
、
歌
仙
絵
姿
の
顔
の
向
く
方
向
か
ら
書
出
す
の
が
「
行
の
法
」
で

あ
り
、
尹
祥
依
拠
の
祖
本
で
は
、
こ
の
《
法
則
》
が
正
し
く
遵
守
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
但
し
、
尹
祥
当
時
の
歌
仙
絵
は
、
画
工
に
よ
っ
て
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構
図
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
「
行
の
ち
ら
し
形
」
が
必
ず
し
も
正
し
く
継
承
さ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
に
も

言
及
し
、
し
た
が
っ
て
、
世
尊
寺
流
派
の
書
法
が
故
実
に
叶
い
、
如
何
に
尊
い
か
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
も
い
る
。

次
い
で
、
日
光
東
照
宮
の
扁
額
歌
仙
絵
の
構
図
も
、
尹
祥
実
見
の
探
幽
描
く
と
こ
ろ
の
構
図
と
同
型
で
あ
る
由
を
記
す
が
、
こ
れ
は
歌

仙
絵
姿
の
み
に
つ
い
て
の
言
及
で
、
後
水
尾
院
戻
筆
の
画
讃
は
「
草
の
形
」
で
あ
っ
た
と
書
留
め
て
い
る
。
尹
祥
は
こ
の
東
照
宮
扁
額
の

後
水
尾
院
戻
翰
画
讃
ｌ
文
意
か
ら
推
察
す
る
に
、
展
筆
の
転
写
か
ｌ
を
、
公
遵
法
親
王
（
一
七
二
二
～
一
七
八
八
。
中
御
門
天
皇
第

二
皇
子
、
輪
王
寺
門
跡
）
か
ら
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
借
出
し
て
転
写
し
、
筐
底
に
秘
蔵
し
た
こ
と
を
知
る
が
、
尹
祥
と
公
遵
法
親

王
と
の
交
誼
は
、
次
章
に
述
べ
る
〈
草
之
形
〉
巻
末
の
奥
書
に
も
、
扁
額
歌
仙
絵
画
讃
の
染
筆
に
か
か
わ
っ
て
具
体
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
以
前
ま
で
は
、
「
尊
円
本
型
」
所
収
歌
本
文
を
知
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
は
、
高
田
信
敬
氏
蔵
『
詩
歌
抜
書
』
所
収
本

文
の
み
で
あ
り
、
そ
の
後
、
彰
考
館
蔵
（
巳
一
二
・
○
七
二
四
五
）
『
色
紙
形
歌
合
』
’
二
種
の
一
首
歌
仙
本
本
文
を
収
載
ｌ
の
一

本
の
奥
書
に
「
右
尊
圓
親
王
以
色
紙
形
令
書
写
者
也
」
の
言
辞
の
あ
る
こ
と
を
追
認
し
得
た
程
度
で
あ
っ
た
が
、
『
世
尊
寺
家
州
六
人
歌

關
合
蹄
之
散
様
』
の
奥
聿
白
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
実
に
三
六
首
の
所
収
歌
を
確
認
し
得
た
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
当
該
所
収
歌
が
、
世
尊
寺
流

噺
の
伝
統
的
な
書
法
を
支
え
た
由
緒
あ
る
本
文
で
あ
る
と
の
知
見
を
も
得
た
点
で
、
本
書
の
伝
存
す
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
言
わ
ざ
る

槌
を
得
な
い
。
こ
の
点
は
、
次
章
の
〈
草
之
形
〉
に
関
す
る
論
述
を
加
味
す
る
こ
と
で
、
更
に
深
く
首
肯
さ
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散
様
』
の
〈
行
之
形
〉
の
所
収
歌
は
、
前
章
で
見
た
如
く
「
尊
円
本
型
」
本
文
で
あ
っ
た
が
、
〈
草
之
形
〉

は
、
第
三
章
で
掲
げ
た
と
こ
ろ
の
「
行
俊
本
型
」
の
所
収
歌
を
持
つ
。
本
冊
の
特
徴
は
、
巻
末
に
極
め
て
詳
細
な
森
尹
祥
の
奥
書
１
以

下
に
掲
出
す
る
本
文
を
一
覧
す
れ
ば
了
解
す
る
如
く
、
「
奥
書
」
と
称
す
る
こ
と
が
妥
当
で
な
い
ほ
ど
長
大
で
あ
り
、
「
散
文
」
の
域
を
も

五
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超
え
る
よ
う
な
、
世
尊
寺
流
散
書
の
由
緒
を
詳
細
に
述
べ
る
ｌ
を
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
煩
を
厭
わ
ず
、
私
に
句
読
点
・
濁
点
を
補
っ

て
全
文
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

這
三
十
六
人
歌
合
は
、
建
保
年
中
順
徳
院
圖
繪
等
御
潤
色
在
之
。
信
實
朝
臣
に
ゑ
が
上
し
め
給
ひ
、
お
ほ
ぢ
行
能
卿
に
讃
を
害
し
め
給

ひ
て
、
諸
社
の
寳
殿
に
掲
し
め
た
ま
ふ
中
に
も
、
亀
が
を
か
鶴
が
岡
は
戻
筆
を
そ
め
ら
れ
し
。
し
か
し
よ
り
此
圖
形
を
當
家
相
承
し
て

家
傳
と
す
。
し
か
は
あ
れ
ど
、
勅
あ
り
て
、
こ
の
ち
ら
し
が
た
は
狼
に
書
く
か
ら
ざ
る
の
仰
ご
と
有
。
み
こ
た
ち
な
ら
で
は
書
給
は
ず
。

草
の
散
し
が
た
と
名
づ
く
。
圖
画
の
鵠
の
む
き
合
、
彼
是
習
あ
る
事
也
。

徳
治
二
季
卯
月
廿
五
日

三
位
藤
経
尹
書
之

随
宜
樂
院
宮
准
三
宮
公
遵
大
王
は
、
中
院
御
門
第
二
皇
子
、
享
保
七
年
に
降
誕
ま
し
ま
し
て
、
東
叡
山
を
し
る
し
め
さ
れ
、
御
退
山
の

後
御
上
京
ま
し
ま
し
、
若
宮
御
得
度
御
戒
師
な
ど
の
故
か
、
安
永
五
季
の
春
御
下
向
の
御
、
後
桃
園
帝
よ
り
入
木
道
灌
頂
御
傳
受
あ
ら
後

せ
ら
れ
、
廣
橋
儀
同
よ
り
彼
是
き
か
せ
ら
れ
し
か
ど
も
、
思
食
に
は
、
あ
ら
ま
し
の
由
に
つ
き
、
天
明
元
年
五
月
廿
日
鵜
川
筑
前
守
奉

り
に
て
仰
下
さ
れ
、
よ
く
廿
一
日
参
殿
し
て
辻
隠
岐
守
を
し
て
申
上
る
と
き
に
、
御
座
の
間
へ
召
ぜ
ら
れ
、
御
児
ま
で
御
退
け
被
遊
、

仰
に
日
。
入
木
道
御
皆
傳
あ
そ
ば
す
と
ま
う
せ
ど
も
、
あ
ら
ま
し
の
御
事
故
、
額
法
よ
り
く
は
し
く
申
上
べ
き
の
御
意
な
り
。
髪
に
分

て
可
秘
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
委
細
言
上
し
奉
。
其
後
、
神
前
歌
仙
の
形
真
行
の
躰
を
可
指
上
む
ね
に
付
、
則
献
じ
奉
、
引
こ
も
り
し
に
、

日
光
山
の
歌
仙
の
書
躰
、
同
画
像
は
う
つ
さ
せ
遊
ば
し
、
同
九
月
八
日
尹
祥
を
め
し
給
ひ
、
仰
日
。
汝
先
達
而
献
ぜ
し
よ
り
は
悉
書
法

か
は
れ
り
。
是
は
御
讃
は
後
水
尾
院
衰
筆
、
画
は
孝
信
也
と
仰
ら
る
堅
。
尹
祥
拝
見
せ
し
に
此
草
の
形
な
り
。
右
の
趣
を
言
上
し
、
又
、

禁
裏
親
王
の
遊
ば
し
物
の
事
も
言
上
し
、
則
歌
仙
傳
受
の
一
巻
も
奉
。
同
年
鶴
岡
八
幡
宮
上
下
宮
御
修
造
あ
り
し
瑚
、
歌
仙
の
損
し
五

枚
御
直
し
あ
り
し
時
、
寛
文
の
時
は
上
の
宮
は
良
恕
親
王
、
下
の
宮
は
尊
純
親
王
、
元
文
の
時
は
公
寛
親
王
遊
ぱ
さ
る
。
そ
の
御
由
緒
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右
掲
の
長
文
を
、
適
切
な
る
呼
称
が
見
出
せ
ぬ
ま
ま
敢
え
て
「
奥
書
」
と
呼
ぶ
と
す
る
と
、
右
の
奥
書
は
一
瞥
し
て
明
ら
か
な
る
如
く
、

世
尊
寺
経
尹
（
一
二
四
七
～
？
）
の
本
奥
書
と
、
森
尹
祥
の
書
写
奥
書
と
か
ら
成
る
。
さ
て
、
経
尹
の
本
奥
書
に
よ
れ
ば
、
「
行
俊
本
型
」

本
文
の
渕
源
が
世
尊
寺
行
能
（
二
七
九
～
？
）
に
ま
で
遡
及
す
る
こ
と
を
知
る
。
行
能
は
行
成
の
七
代
孫
で
、
世
尊
寺
第
八
代
、
本
冊

の
本
奥
書
の
筆
者
経
尹
の
祖
父
に
当
る
が
、
奥
書
本
文
に
信
愚
性
を
措
く
な
ら
ば
、
「
行
俊
本
型
」
所
収
歌
本
文
は
、
建
保
年
間
（
一
二

一
三
～
一
二
一
八
）
に
順
徳
院
の
命
に
よ
っ
て
、
行
能
が
書
い
た
画
讃
に
始
ま
る
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
、
鶴
岡
八
幡
宮
（
鎌
倉
）
と
亀

岡
八
幡
宮
（
仙
台
）
二
社
の
扁
額
歌
仙
絵
の
画
讃
１
行
能
筆
の
画
讃
和
歌
が
素
案
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ｌ
は
、
特
に
順
徳
院
が

戻
筆
を
染
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
此
圖
形
」
（
歌
仙
絵
姿
と
画
讃
和
歌
）
を
世
尊
寺
家
の
家
伝
と
し
た
こ
と
、
但
し
、
勅
命
に
よ
っ

て
、
こ
の
散
形
は
摂
り
に
書
い
て
は
な
ら
ず
、
親
王
の
み
に
許
さ
れ
る
書
法
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
書
法
を
「
草
の
散
し
が
た
」

と
名
づ
け
た
こ
と
な
ど
の
経
緯
が
語
ら
れ
る
。
末
尾
の
「
圖
画
の
鰐
の
む
き
合
、
彼
是
習
あ
る
事
也
」
の
一
文
は
、
歌
人
の
顔
の
向
き
に

関
す
る
謂
れ
の
あ
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
は
不
明
。
因
み
に
、
信
実
朝
臣
に
描
か
し
め
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
の

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
に
想
到
す
る
が
、
上
述
の
如
く
、
『
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散
様
』
の
歌
人
姿
態
は
左
向
き
が
一
二
人
、
右
向
き

が
二
四
人
で
あ
る
に
対
し
て
、
佐
竹
本
（
補
写
の
躬
恒
も
含
む
）
の
そ
れ
は
、
左
向
き
二
○
人
、
右
向
き
一
六
人
と
な
り
、
し
か
も
、
左

に
て
、
天
明
に
は
公
延
親
王
へ
可
被
遊
旨
也
。
し
か
る
を
、
准
三
宮
其
中
を
遊
ぱ
さ
れ
度
思
召
、
仰
入
ら
れ
上
下
の
宮
の
人
丸
を
遊
ぱ

の

さ
る
。
皆
先
蹴
を
追
て
遊
ば
し
給
ふ
事
也
。
其
醐
、
参
殿
し
て
拝
見
を
仰
付
ら
れ
し
。
上
下
の
宮
と
も
に
此
人
丸
を
書
躰
故
、
亦
此
た

こ

び
も
如
此
に
遊
ぱ
さ
れ
し
。
上
意
の
う
へ
、
入
木
道
く
は
し
く
申
上
。
御
満
足
の
上
意
、
お
な
じ
く
、
行
成
卿
よ
り
代
言
を
へ
、
持
明

院
家
傳
来
誠
不
朽
に
思
食
と
、
か
へ
す
ノ
、
の
上
意
也
。
あ
ま
り
の
た
ふ
と
さ
に
、
こ
の
傳
書
の
片
言
を
書
付
を
は
り
ぬ
。

天
明
五
季
弥
生
上
旬
再
写
之

源
尹
祥
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な
お
、
右
の
内
容
に
続
く
と
こ
ろ
の
、
「
禁
裏
親
王
の
遊
ば
し
物
の
事
」
と
あ
る
語
句
は
、
経
尹
奥
書
の
「
此
の
散
形
は
狼
り
に
書
く

べ
か
ら
ざ
る
の
仰
せ
言
有
り
。
親
王
た
ち
な
ら
で
は
書
給
は
ず
」
の
文
言
と
有
機
的
連
繋
を
予
想
せ
し
め
る
が
、
具
体
的
に
は
如
何
な
る

内
容
な
の
か
、
目
下
の
と
こ
ろ
解
明
し
得
な
い
。
寛
文
の
事
例
、
元
文
の
事
例
を
列
挙
す
る
口
吻
に
は
、
何
が
し
か
の
制
約
や
規
定
等
の

存
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
知
せ
ら
れ
、
そ
う
し
た
状
況
の
下
、
言
わ
ば
例
外
的
措
置
と
し
て
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
准
三
宮
公
遵

法
親
王
（
随
宜
楽
院
宮
）
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
上
下
宮
修
造
の
折
に
、
人
丸
の
扁
額
画
讃
を
染
筆
す
る
こ
と
に
な
り
、
お
そ
ら
く
尹
祥
は
、

方
・
右
方
両
方
に
左
向
き
歌
人
・
右
向
き
歌
人
が
混
在
す
る
点
で
ｌ
世
尊
寺
散
様
で
は
、
右
方
歌
人
は
全
て
右
向
き
ｌ
、
大
き
く
乖

離
し
て
、
両
者
の
図
柄
に
類
同
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

徳
治
二
年
（
一
三
○
七
）
の
経
尹
奥
書
に
続
く
の
が
、
森
尹
祥
の
自
筆
書
写
奥
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
主
に
、
中
御
門
院
第
二
皇

子
公
遵
法
親
王
（
一
七
二
二
～
一
七
八
八
）
に
世
尊
寺
流
散
様
の
書
法
を
詳
し
く
伝
授
し
た
顛
末
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
か
な
り
の
分
量
に

亘
る
の
で
、
本
稿
の
論
述
に
必
要
な
要
点
に
絞
っ
て
見
て
ゆ
く
。
公
遵
親
王
か
ら
入
木
道
の
奥
儀
に
つ
い
て
の
御
下
問
が
あ
り
、
尹
祥
は
、

神
前
歌
仙
に
つ
い
て
は
「
真
之
形
」
「
行
之
形
」
二
様
の
「
手
本
書
」
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
親
王
が
写
し
た
日
光
東
照
宮
の
歌
仙
絵
扁

額
と
は
書
法
の
異
な
る
旨
、
再
び
下
問
が
あ
り
、
尹
祥
が
日
光
東
照
宮
歌
仙
絵
扁
額
の
画
讃
・
絵
姿
（
公
遵
親
王
模
写
）
を
拝
見
し
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
は
「
草
の
形
」
で
あ
っ
た
の
で
、
「
真
の
形
」
や
「
行
の
形
」
と
は
異
な
る
と
の
趣
旨
を
説
明
し
、
親
王
も
納
得
し
た
と
言

う
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
前
半
の
お
お
よ
そ
の
要
旨
に
な
る
。
前
章
で
検
討
し
た
く
行
之
形
〉
奥
書
に
あ
っ
た
、
「
前
東
叡
山
一
品
公
遵

大
王
よ
り
、
天
明
二
季
九
月
八
日
御
手
づ
か
ら
拝
借
し
奉
」
っ
た
扁
額
歌
仙
絵
は
、
画
讃
が
後
水
尾
院
戻
筆
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
語
ら

れ
て
い
た
が
、
絵
画
の
筆
者
が
右
の
尹
祥
奥
書
か
ら
「
狩
野
孝
信
」
（
一
五
七
一
～
一
六
一
八
。
探
幽
の
父
）
と
判
明
す
る
し
、
尹
祥
が

何
故
公
遵
親
王
か
ら
東
照
宮
歌
仙
絵
扁
額
（
の
写
し
）
を
拝
借
し
た
の
か
、
そ
の
間
の
経
緯
も
こ
の
奥
書
に
よ
っ
て
備
さ
に
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

な
お
、
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親
王
染
筆
に
際
し
て
書
法
の
指
導
・
助
言
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
文
は
、
そ
の
手
柄
に
よ
り
、
持
明
院
流
（
世
尊
寺
流
）
家
伝
が
褒

美
さ
れ
た
こ
と
を
害
綴
っ
た
の
で
あ
る
。
奥
書
年
紀
の
末
端
に
「
再
写
之
」
と
あ
る
の
は
、
〈
行
之
形
〉
で
既
述
し
た
内
容
を
、
一
部
重

複
気
味
に
再
述
し
た
た
め
に
、
「
再
写
」
と
断
っ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
〈
草
之
形
〉
奥
書
の
内
容
を
粗
々
通
見
し
て
来
て
、
「
行
俊
本
型
」
所
収
歌
の
本
文
形
態
が
、
世
尊
寺
行
能
（
二
七
九
～
？
）

に
よ
っ
て
建
保
年
中
に
揮
毫
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
世
尊
寺
家
の
家
伝
と
な
り
、
「
草
の
散
形
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

後
世
ま
で
持
明
院
流
家
伝
の
一
つ
と
し
て
継
承
さ
れ
て
来
る
こ
と
な
ど
を
知
り
得
た
が
、
そ
の
結
果
、
稿
者
が
こ
れ
ま
で
「
行
俊
本
型
」

本
文
は
世
尊
寺
行
俊
（
？
～
一
四
○
七
）
よ
り
始
ま
る
、
と
漠
然
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
、
更
に
渕
源
が
遡
る
可
能
性
を
見
出
し
、
或

い
は
、
「
尊
円
本
型
」
所
収
歌
の
形
態
に
先
行
す
る
本
文
と
見
倣
す
こ
と
に
も
な
り
、
よ
り
一
層
知
見
を
新
た
に
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
尹

（
８
）

祥
の
著
述
の
一
書
『
書
道
訓
』
に
、
右
の
〈
草
之
形
〉
奥
書
の
記
載
の
一
部
と
同
内
容
の
記
述
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
当
該
部
分
を
次
に

引
用
し
て
、
両
者
の
内
容
に
棚
齢
が
な
く
、
同
一
人
格
の
手
に
な
る
こ
と
を
証
し
て
お
く
。

天
明
元
年
五
月
、
依
二
随
宜
楽
院
宮
令
旨
一
参
殿
せ
し
に
、
仰
日
、
入
木
道
灌
頂
勅
伝
お
は
せ
し
か
ど
も
、
悉
く
聞
し
召
れ
ず
、
価
ゐ
さ

い
に
言
上
可
仕
旨
、
於
二
御
座
間
一
候
人
を
退
け
ら
れ
て
仰
也
、
夫
よ
り
た
び
ノ
ー
参
殿
、
御
口
授
仕
、
其
後
浅
草
寺
中
三
社
大
権
現

の
額
を
遊
ば
し
給
ふ
、
見
て
知
く
し
、
鵜
川
筑
後
守
政
明
奉
は
り
に
て
今
に
存
命
す
、
尹
祥
が
一
言
も
偽
ら
ざ
る
事
を
尋
ね
て
知
く
し
。

右
の
引
用
文
中
に
は
、
公
遵
親
王
が
浅
草
寺
三
社
大
権
現
の
扁
額
の
画
讃
を
認
め
た
と
あ
る
の
で
、
先
の
〈
草
之
形
〉
奥
書
と
矛
盾
無
し

と
考
え
る
に
は
、
親
王
に
は
鶴
岡
八
幡
宮
扁
額
と
浅
草
寺
三
社
権
現
扁
額
と
の
両
方
の
揮
毫
が
あ
り
、
『
書
道
訓
』
は
後
者
に
特
に
焦
点

を
当
て
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
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補
っ
て
示
す
。

右
の
向
き
が
一
二
対
三

て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

九
大
本
『
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散
様
』
に
よ
っ
て
、
一
首
歌
仙
本
三
十
六
人
歌
合
の
書
写
の
様
式
、
書
法
に
、
「
真
」
「
行
」
「
草
」

の
三
通
り
の
書
分
け
の
存
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
以
上
の
三
種
類
の
散
様
の
う
ち
、
「
真
」
「
草
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
左
方
歌
人
の
歌
と

右
方
歌
人
の
歌
と
を
、
左
右
対
称
に
な
る
よ
う
に
書
写
し
、
あ
る
い
は
、
三
六
首
の
歌
を
全
て
右
か
ら
書
出
す
点
で
、
歌
仙
絵
姿
の
顔
の

向
き
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
行
」
（
行
の
ち
ら
し
形
）
は
、
「
頭
面
之
向
」
に
従
っ
て
書
出
し
の
左
右
が
決
ま

る
の
で
、
歌
仙
絵
姿
の
構
図
、
言
換
え
る
と
、
歌
人
の
顔
の
向
き
と
相
関
性
を
有
す
る
の
は
、
唯
一
「
神
前
歌
仙
行
」
（
行
の
散
形
）
の

み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
よ
う
に
、
世
尊
寺
家
散
様
の
〈
行
之
形
〉
は
、
左
向
き
歌
人
一
二
人
、
右
向
き
歌
人
二
四
人
で
あ
っ
た

が
（
所
収
歌
は
「
尊
円
本
型
」
本
文
）
、
仮
り
に
、
左
向
き
歌
人
と
右
向
き
歌
人
の
数
値
が
異
な
っ
た
と
す
る
と
、
果
し
て
そ
の
場
合
に

も
、
「
行
の
散
形
」
に
該
当
す
る
本
文
が
存
在
す
る
の
か
否
か
、
換
言
す
る
と
、
「
行
の
散
形
」
は
、
如
上
の
世
尊
寺
家
散
様
の
形
態
（
左

右
の
向
き
が
一
二
対
二
四
、
即
ち
一
対
二
）
に
固
定
化
し
た
も
の
な
の
か
否
か
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
次
に
は
そ
の
疑
問
点
を
検
証
し

（
９
）

高
松
宮
家
旧
蔵
（
Ｃ
五
○
六
）
「
歌
仙
色
紙
書
様
』
所
収
の
「
寄
仙
之
事
」
は
、
極
め
て
短
い
詞
章
な
が
ら
、
上
記
の
問
題
点
に
示
唆

を
提
供
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
に
全
文
を
引
用
し
て
、
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
漢
字
・
片
仮
名
の
原
文
に
句
読
点
・
濁
点
を

奇
仙
之
事

元
禄
三
年
六
月
十
日
一
条
一
マ
イ
ル
。
賀
茂
キ
フ
ネ
両
社
ノ
三
十
六
人
ノ
寄
仙
、
青
蓮
院
殿
《
人
形
ノ
ム
キ
ニ
カ
マ
ハ
ズ
、
左
〈
左
一
カ

キ
右
《
右
ヘ
ト
御
書
被
成
候
也
。
ソ
ノ
上
一
朝
臣
ヲ
バ
ハ
ブ
キ
、
中
納
言
ナ
ド
モ
カ
キ
玉
〈
ズ
。
イ
カ
ナ
ル
子
細
ゾ
ャ
。
ア
リ
フ
レ
タ
ル

｛
ハ
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コ
ト
ュ
ヘ
ニ
カ
、
イ
ブ
カ
シ
。
近
ク
幸
仁
〈
左
右
尤
ワ
カ
タ
ル
レ
ド
モ
、
人
形
ノ
ム
キ
’
一
ヨ
リ
テ
、
左
右
ト
モ
ニ
少
ヅ
上
ノ
了
見
ア
リ
。

ヲ
モ
シ
ロ
シ
。
是
〈
後
西
院
様
江
御
相
談
ト
キ
コ
エ
シ
。
尤
ナ
ル
ァ
ソ
バ
サ
レ
ャ
ウ
ジ
ャ
ト
也
。

本
書
の
作
者
（
書
写
者
で
も
あ
ろ
う
）
が
誰
な
の
か
は
不
明
だ
が
、
幸
仁
親
王
（
一
六
五
七
～
一
六
九
九
。
後
西
天
皇
第
二
皇
子
、
有
栖

川
宮
第
三
代
）
の
周
辺
の
人
物
か
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
右
書
に
よ
る
と
、
賀
茂
神
社
・
貴
船
神
社
の
扁
額
歌
仙
絵
の
画
讃
は
、
青
蓮
院
門
跡
尊
証
法
親
王
（
一
六
五
一
～
一
六
九
四
。

ひ
と
か
た

後
陽
成
天
皇
皇
子
）
の
染
筆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
「
人
形
の
向
き
に
構
は
ず
、
左
は
左
に
書
き
、
右
は
右
へ
と
お
書
き
に
な
ら
れ
」

た
と
あ
る
故
、
共
に
「
真
の
散
形
」
の
書
法
で
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
「
朝
臣
を
ば
省
き
、
中
納
言
な
ど
も
書
き
給
は
ず
」
と

は
、
「
業
平
朝
臣
」
「
中
納
言
兼
輔
」
な
ど
を
夫
々
「
業
平
」
「
兼
輔
」
等
と
記
す
こ
と
を
言
う
が
、
格
別
の
故
実
や
仔
細
の
あ
る
由
を
聞

か
な
い
。
看
過
し
得
ぬ
の
は
幸
仁
親
王
染
筆
の
画
讃
の
書
法
で
ｌ
執
れ
の
神
社
の
扁
額
歌
仙
絵
な
の
か
、
こ
の
点
は
不
明
ｌ
、
「
人

形
の
向
き
に
よ
り
て
、
左
右
と
も
に
少
づ
上
の
了
見
」
が
有
っ
た
と
は
、
如
何
な
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
冑
蓮
院
殿
尊
証
法
親

關
王
の
書
法
（
真
の
散
形
）
と
対
置
し
て
紹
介
す
る
点
を
掛
酌
す
れ
ば
、
「
人
形
の
向
き
」
に
よ
っ
て
多
少
の
了
見
を
加
え
た
と
は
、
歌
人

噺
の
顔
の
向
く
方
か
ら
歌
を
書
出
す
、
即
ち
「
行
の
散
形
」
の
書
法
に
則
っ
て
書
写
し
た
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

槌
前
述
の
如
く
、
『
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散
様
』
の
〈
行
之
形
〉
橇
少
く
と
も
右
方
歌
人
は
全
て
右
向
き
の
構
図
で
あ
っ
た
が
１

入と
左
方
歌
人
の
う
ち
の
六
人
も
右
向
き
Ｉ
、
と
す
る
と
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
整
然
た
る
向
き
の
「
真
の
散
形
」
に
、
左
右
ト
モ
’
一
少
ヅ
上
ノ

ｊ船
了
見
を
加
え
た
幸
仁
親
王
染
筆
画
讃
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
尤
も
、
幸
仁
親
王
の
画
讃
の
本
文
が
「
尊
円
本
型
」
所
収
歌
で
あ

杁
っ
た
と
の
証
左
も
何
ら
見
州
さ
れ
な
い
の
で
ｌ
尊
証
法
親
王
染
筆
の
画
讃
に
つ
い
て
も
冒
在
的
に
は
不
明
ｌ
、
両
者
は
も
と
も
と
全

計
く
異
な
る
構
図
と
所
収
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
に
述
べ
る
事
象
を
も
加
味
す
る
と
、
幸
仁
画
讃
和

ｒ

歌
は
、
や
は
り
「
尊
円
本
型
」
本
文
で
、
世
尊
寺
散
様
〈
真
之
形
〉
に
近
似
し
た
形
態
を
有
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
し
切
れ
な
い
よ
う
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に
思
う
。

（
Ⅷ
）

伝
俵
屋
宗
達
（
生
没
年
未
詳
）
画
・
伝
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
～
一
六
三
八
）
讃
と
す
る
「
三
十
六
歌
仙
色
紙
」
は
、
折
帖
仕
立
て
の

一
冊
本
で
あ
る
が
、
そ
の
所
収
歌
は
「
尊
円
本
型
」
本
文
と
悉
く
一
致
し
、
歌
仙
絵
の
構
図
、
即
ち
歌
人
の
顔
の
向
き
は
、
左
右
歌
人
が

相
互
に
向
合
う
整
然
た
る
左
右
対
称
の
構
図
に
比
し
て
、
躬
恒
・
清
正
・
兼
盛
（
以
上
「
左
」
）
、
重
之
・
仲
文
（
以
上
「
右
」
）
の
五
歌

人
の
向
き
が
異
な
り
、
ま
た
、
歌
人
の
顔
の
向
き
の
方
向
か
ら
三
六
首
全
て
が
書
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
伝
光
広
画
讃
は
、
世
尊
寺
散

様
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
「
行
の
散
形
」
に
合
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
世
尊
寺
散
様
の
〈
行
之
形
〉
と
比
較
す
る
と
、
家
持
・
敦
忠
・
是

則
（
以
上
「
左
」
）
、
重
之
・
仲
文
（
以
上
「
右
」
）
の
五
歌
人
の
向
き
が
相
違
し
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
五
歌
人
の
歌
の
書
出
し
の
左
右

世
尊
寺
流
散
様
の
う
ち
「
真
の
散
形
」
「
草
の
散
形
」
は
、
歌
仙
絵
姿
の
構
図
に
か
か
わ
り
な
く
歌
の
書
出
し
が
一
つ
に
固
定
す
る
の

で
、
歌
仙
絵
姿
を
特
に
必
要
と
し
な
い
が
、
「
行
の
散
形
」
の
み
は
、
歌
人
の
顔
の
向
き
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。
管
見
し
得
た
一
首
歌

仙
本
の
中
に
、
例
え
ば
大
阪
市
立
大
学
蔵
（
九
二
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
）
「
三
十
六
人
歌
合
〔
詩
歌
集
〕
」
の
如
き
、
目
鼻
す
ら
も
入
れ
ぬ
紛
本
歌

則
（
以
上

も
異
な
る
。

か
よ
う
に
、
所
収
歌
は
全
く
一
致
す
る
も
の
の
、
構
図
（
歌
人
の
顔
の
向
き
）
の
異
な
る
「
行
の
散
形
」
の
伝
存
す
る
事
実
は
、
本
章

の
初
め
に
提
起
し
た
疑
問
に
解
答
を
付
与
す
る
と
共
に
、
伝
光
広
筆
画
讃
は
、
先
述
の
幸
仁
親
王
染
筆
の
画
讃
の
、
「
（
真
の
散
形
に
対

し
て
）
左
右
共
に
少
づ
つ
の
了
見
」
を
加
え
た
と
す
る
言
辞
に
も
符
合
し
て
ｌ
左
方
三
歌
人
、
右
方
二
歌
人
の
異
同
ｌ
、
矛
盾
が
見

ら
れ
な
い
の
で
、
或
い
は
こ
の
幸
仁
画
讃
は
、
世
尊
寺
流
の
「
行
の
散
形
」
を
踏
襲
し
た
も
の
ｌ
所
収
歌
も
「
尊
円
本
型
」
で
あ
ろ
う

ｌ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
か
く
考
察
を
進
め
て
来
る
と
、
幸
仁
画
讃
に
対
し
て
、
「
尤
も
な
る
遊
ば
さ
れ
や
う
」
と
評

し
た
後
西
院
の
讃
辞
は
、
こ
れ
が
世
尊
寺
家
伝
統
の
由
緒
あ
る
書
法
、
「
行
の
散
形
」
を
遵
守
す
る
が
故
に
発
せ
ら
れ
た
か
、
と
の
想
像

し
た
後
西
院
の
讃
辞
は
、
｝
情

に
も
興
味
が
撹
立
て
ら
れ
る
。
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仙
絵
を
伴
う
伝
本
が
伝
存
す
る
の
も
、
必
然
的
要
請
あ
っ
て
の
事
象
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
大
阪
市
立
大
学
本
は
、
所
収

歌
も
「
尊
円
本
型
」
本
文
、
一
首
一
首
の
書
写
の
様
相
も
『
世
尊
寺
家
州
六
人
歌
合
散
様
』
〈
行
之
形
〉
と
、
字
配
り
ま
で
も
特
徴
的
に

一
致
す
る
の
で
、
〈
行
之
形
〉
と
同
系
の
一
転
写
本
と
見
倣
し
得
る
が
、
巻
末
奥
書
に
、
良
恕
法
親
王
（
一
五
七
四
～
一
六
四
三
）
↓
空

性
法
親
王
（
一
五
七
三
～
一
六
五
○
）
↓
日
野
輝
資
（
一
五
五
五
～
一
六
○
七
）
↓
某
人
へ
と
書
承
経
路
が
示
さ
れ
、
禁
裏
周
辺
で
の
流

布
状
況
を
窺
わ
せ
る
点
で
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。

大
阪
市
大
本
で
は
、
簡
略
な
が
ら
、
顔
の
向
き
を
示
す
意
図
の
下
に
歌
仙
絵
姿
が
併
載
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
は
こ
の
意
図
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
か
、
素
描
の
絵
姿
を
省
略
し
て
、
し
か
し
、
書
写
の
様
相
は
〈
行
之
形
〉
に
特
徴
的
に
酷
似
す
る
伝
本
も
伝
存
す
る
。
高

（
ｕ
）

松
宮
家
旧
蔵
（
Ｃ
四
四
三
）
「
色
紙
形
和
歌
井
歌
合
」
は
、
角
書
に
「
新
古
附
六
歌
仙
」
と
付
す
如
く
、
「
古
州
六
歌
仙
」
・
「
新
州
六
歌

仙
」
の
二
言
を
合
写
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
「
古
淵
六
歌
仙
」
は
「
尊
円
本
型
」
の
所
収
歌
を
有
し
、
歌
仙
絵
姿
こ
そ
載
せ
ぬ
も
の
の
、

三
六
首
全
て
〈
行
之
形
〉
と
悉
く
酷
似
す
る
し
、
彰
考
館
蔵
（
巳
一
二
・
○
七
二
四
五
）
「
色
紙
形
歌
合
」
に
至
る
と
、
二
種
の
一
首
歌

鯛
仙
本
を
収
載
す
る
う
ち
の
初
め
の
本
文
は
、
「
尊
円
本
型
」
所
収
歌
を
持
ち
、
〈
行
之
形
〉
に
字
配
り
も
特
徴
的
に
一
致
す
る
に
も
か
か
わ

噺
ら
ず
、
奥
書
に
「
右
尊
圓
親
王
以
色
紙
形
令
書
写
者
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
三
六
首
の
そ
れ
ぞ
れ
の
散
書
の
様
相
の
方
に
焦
点
が
移
行
し

槌
て
し
ま
っ
て
い
る
。
同
様
の
観
点
か
ら
拾
う
と
、
聿
自
陵
部
蔵
（
三
五
五
・
一
二
四
）
「
歌
仙
之
歌
」
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
禁
裏
御
本
を
祖

入と
本
に
、
良
恕
法
親
王
（
一
五
七
四
～
一
六
四
三
）
か
ら
白
川
雅
陳
王
（
一
五
九
二
～
一
六
六
）
へ
と
転
写
の
過
程
を
記
す
奥
書
が
所
載
さ

』船
れ
、
大
阪
市
大
本
と
同
様
に
、
流
布
の
位
相
を
僅
か
な
が
ら
も
知
ら
し
め
る
。

畝
こ
の
外
、
最
近
管
見
し
た
一
戸
田
市
立
郷
士
博
物
館
蔵
「
二
一
十
六
歌
仙
絵
扁
額
」
は
、
四
枚
の
著
色
板
絵
の
上
方
に
画
讃
和
歌
を
、
下
方

計
に
歌
仙
絵
姿
を
描
く
が
、
所
収
歌
は
「
尊
円
本
型
」
本
文
な
が
ら
、
左
右
対
称
に
聿
冒
写
さ
れ
（
真
の
散
形
）
、
し
か
も
、
板
絵
の
歌
仙
絵

ｒ

姿
は
和
歌
の
書
出
し
の
方
向
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
な
ど
、
「
尊
円
本
型
」
本
文
が
本
来
荷
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
意
味
合
い
を
、
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な
お
、
世
尊
寺
行
能
に
始
ま
る
と
思
量
さ
れ
る
〈
草
之
形
〉
本
文
が
、
後
世
「
世
尊
寺
行
俊
」
の
名
を
冠
せ
ら
れ
て
流
布
す
る
の
は
何

故
な
の
か
、
ま
た
、
世
尊
寺
入
木
道
に
採
択
さ
れ
た
和
歌
、
所
謂
「
尊
円
本
型
」
本
文
や
「
行
俊
本
型
」
本
文
が
、
例
え
ば
「
佐
竹
本
型
」

本
文
と
大
き
く
異
な
る
別
系
の
本
文
ｌ
佐
竹
本
と
尊
円
本
と
は
六
首
の
み
共
通
、
行
俊
本
と
は
七
首
の
み
共
通
ｌ
と
な
る
の
は
、
如

何
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
等
々
、
更
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
点
も
い
く
つ
か
残
る
が
、
別
槁
の
た
め
の
課
題
と
し
た
い
。

世
尊
寺
家
入
木
道
に
受
容
さ
れ
た
三
十
六
人
歌
合
は
、
当
初
の
意
味
合
い
と
は
ズ
レ
を
生
じ
な
が
ら
も
、
尊
円
親
王
や
世
尊
寺
行
俊
の

名
蹟
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
伝
播
・
享
受
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
経
緯
は
、
単
に
和
歌
文
学
の
永
の
考
究
か
ら
で
は
十
全
に
は
把
握

し
難
く
、
文
化
史
、
文
化
享
受
史
の
側
面
か
ら
も
究
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
か
よ
う
な
教
訓
を
得
た
こ
と
を
以
て
し
て
、
要
領
を
得

大
き
く
逸
脱
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
〈
草
之
形
〉
に
採
択
さ
れ
た
「
行
俊
本
型
」
本
文
は
、
歌
仙
絵
姿
を
伴
う
こ
と
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
紛
本

歌
仙
絵
姿
を
併
載
す
る
伝
本
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
魑
遁
し
て
い
な
い
。
先
掲
の
彰
考
館
本
「
色
紙
形
歌
合
」
の
も
う
一
方
の
本
文

は
、
奥
書
に
「
右
世
尊
寺
行
俊
卿
以
色
紙
形
令
書
写
者
也
」
と
記
載
す
る
如
く
、
「
行
俊
本
型
」
所
収
歌
で
あ
り
、
し
か
も
、
世
尊
寺
散

様
〈
草
之
形
〉
と
三
六
首
全
て
の
害
様
が
似
通
う
。
ま
た
、
佐
賀
大
学
蔵
（
○
九
五
六
’
二
）
「
大
歌
仙
中
歌
仙
散
」
の
う
ち
の
「
大
歌

仙
散
」
は
、
奥
書
「
右
世
尊
寺
行
俊
卿
色
紙
形
」
の
示
す
よ
う
に
、
「
行
俊
本
型
」
本
文
を
持
ち
、
三
六
首
の
字
配
り
な
ど
も
、
〈
草
之
形
〉

の
特
徴
を
踏
襲
す
る
書
様
を
と
る
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
「
行
俊
本
型
」
本
文
が
元
来
有
し
て
い
た
「
草
の
散
形
」
を
示
す
意
図
は
、
転

写
を
重
ね
る
う
ち
に
忘
れ
去
ら
れ
、
三
六
首
そ
れ
ぞ
れ
の
散
書
の
様
相
を
表
す
「
色
紙
形
」
の
歌
へ
と
、
そ
の
機
能
が
錯
謬
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
知
る
。

ぬ
繧
述
の
一
応
の
纒
め
と
し
た
い
。
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〈
付
記
〉
本
稿
を
成
す
に
当
っ
て
は
、
鶴
見
大
学
の
高
田
信
敬
氏
と
、
現
在
文
献
資
料
部
に
同
僚
と
し
て
勤
務
す
る
鈴
木
淳
氏
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
多
大

の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）
画
架
番
号
（
Ｃ
四
四
三
）
は
注
６
・
注
９
と
同
様
。

（
岨
）
も
と
市
内
の
妙
顕
寺
旧
蔵
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
水
野
重
孟
奉
納
。
埼
玉
県
立
博
物
館
主
催
「
歌
仙
絵
の
世
界
」
の
展
示
に
て
実
見
（
平

成
四
年
一
一
月
二
○
日
）
。

（
１
）
「
一
首
歌
仙
本
『
三
十
六
人
歌
合
』
の
諸
形
態
’
三
十
六
歌
仙
歌
注
釈
史
稿
（
二
）
ｌ
」
（
『
調
査
研
究
報
告
』
第
十
三
号
、
平
成
四
年
三

月
、
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
編
）

（
２
）
『
日
本
書
薑
苑
』
第
一
（
大
正
三
年
一
○
月
、
国
書
刊
行
会
）
所
収

（
３
）
『
日
本
書
壹
苑
』
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
公
風
は
通
称
を
久
次
郎
と
称
し
、
二
三
歳
で
没
し
た
こ
と
を
知
る
の
承
で
、
詳
細
は
不
明
。

（
４
）
「
幕
府
書
道
師
範
森
尹
祥
の
書
學
」
（
『
書
誌
學
月
報
』
第
四
○
號
、
平
成
元
年
七
月
、
青
裳
堂
書
店
）

（
５
）
高
松
市
松
平
文
庫
本
は
幽
架
番
号
を
有
さ
な
い
の
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
番
号
（
Ｃ
九
九
六
）
を
掲
げ
る
。

（
６
）
前
注
５
と
同
じ
く
、
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
番
号
（
Ｃ
八
九
○
）
を
掲
げ
る
。

（
７
）
注
ｌ
に
掲
出
の
拙
稿
に
同
じ
。

（
８
）
注
２
に
掲
出
の
『
日
本
書
壹
苑
』
所
収

（
９
）
函
架
番
号
（
Ｃ
五
○
六
）
は
注
６
と
同
様
、
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
番
号
を
掲
げ
る
。

（
Ⅲ
）
平
成
四
年
度
東
京
古
典
会
下
見
展
観
（
平
成
四
年
二
月
一
三
・
一
四
日
）
に
出
品
中
に
実
見
（
出
品
番
号
六
三
八
、
図
版
一
七
○
．
ヘ
ー
ジ
に

掲
載
）
。

戸

注
旦
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